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母
な
る
馬
淵
川
が
も
た
ら
す

　
農
業
・
レ
ジ
ャ
ー
・
教
育
へ
の
恵
み

　
町
章
に
描
か
れ
る
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
る
馬
淵
川
。

　
馬
淵
川
の
恩
恵
と
私
た
ち
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

カヤック体験レジャー
川とふれあい遊ぶ
　毎年、ふれあい公園を会場に開催
される「ジャックドまつり」でも、
馬淵川の恩恵を感じられます。
　祭りの中で、毎年カヤック体験コー
ナーが催され、ボートに乗って川下
りをレジャーとして楽しむことがで
きます。
　今年のカヤック体験は、７月9日

（日）、10時～12時、13時～15時の
日程で行われます。
　皆さんも、カヤック体験を通じて
町の豊かな自然を肌で感じてみては
どうでしょうか。

サケの稚魚放流教育
川の自然とふれあう総合学習
　４月12日、名久井小学校の４、５
年生児童55人が、サケの稚魚約２万
匹を馬淵川水系如来堂川に放流しまし
た。
　「水に賢い子どもを育む年間型活動
プログラム」の一環で行われたこの活
動は、馬渕川さけ・ます増殖漁業協同
組合（根市勲組合長）の協力のもと実
施。児童らは、組合員からサケの生態
について説明を受けた後、「大きくなっ
て帰ってきてね」と声を掛けながら笑
顔で稚魚を送り出しました。
　このように、子どもたちの教育にも
馬淵川は活用されています。

田植えの最盛期迎える農業
農業生産、観光資源につながる恵み
　５月下旬、町内で田植えの最盛期を
迎え、水田に青々とした苗を植える生
産者の姿が見られました。
　植えられた苗は、馬淵川の水利の恩
恵を受けながら収穫の秋を迎え、学校
給食や私たちの食卓などに届けられます。
　農業生産において、大きな役割を果
たしている馬淵川の恵みが、私たちの
生活にも行きわたります。
　なお、田植えや稲刈りなどの作業は、
達者村ホームステイ連絡協議会が体験
受け入れをしており、農業観光資源と
しても活かされています。

チームワーク良く進める田植え作業

笑顔でカヤックを楽しむ参加者

バケツからそっと稚魚を放流する児童たち
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日頃の感謝を込めて
馬淵川クリーン作戦

クリーン作戦の成功を決意した開会式

清掃活動の様子

馬淵川の恩恵を受ける一方ではなく、日頃の感謝を込めて恩返しもしています。

　５月13日、馬淵川を愛する会（石橋寛之会長）
が馬淵川河川沿いの清掃活動を実施しました。
　この活動は、馬淵川の環境保全・水質保全を通
じて地域づくりを図ることを目的に行われ、企業、
地元住民など総勢約200名が参加しました。
　きれいな水と美しい自然に恵まれた地域を子孫
に残したいという思い、また、水資源として、私
たちに多分野にわたり恩恵をもたらす馬淵川への
感謝の思いなど、さまざまな思いが一つとなりま
した。
　参加者は約１時間、清掃活動を行い、集めたゴ
ミの総量は約110キログラムにも及びました。
　クリーン作戦の成功を告げるように、河川沿い
には、小鳥のさえずりが響き渡り、参加者は充実
した表情を浮かべ、きれいになった馬淵川を見渡
しました。

安心安全のまちづくりのために
馬淵川とともに生きる期成同盟会　総会

「あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの」

　馬淵川流域における安心安全な地域社会の実現
に向けて設立した「馬淵川とともに生きる期成同
盟会」（会長：工藤南部町長）の総会が、５月９日
ゆとりあで開催され、平成29年度事業計画などが
原案どおり承認されました。
　総会では、三八地域県民局地域整備部工藤河川
砂防施設課長から、今年度計画している馬淵川に
関する改修事業について説明があり、これからも
地域住民の方の理解をいただきながら事業進捗の
ために活動していく事を確認しました。

　６月１日から７日まで第59回水道週間が実施されます。
　今年のスローガンは、「あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの」
です。
　水道水は、普段あたりまえのように利用されていますが、水は私た
ちが生きていくうえで欠かすことのできない、「たからもの」です。
　水道週間をきっかけに、安心してきれいな水道水を利用できること
への感謝の気持ちを持ち、水の需要が高まっていくこれからの時期に
向けて、節水を心がけましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　

馬淵川とともに生きる期成同盟会総会の様子

６月１日から７日は水道週間です

水を大切にしましょう

節 水
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まちの話題

地域防災の使命と誇りを胸に松尾敏
とし

治
はる

さんに感謝状

ドローンによる授粉の試み

三戸地区消防連絡協議会　観閲式人権擁護委員として３期９年にわたり活躍

作業時間短縮に期待

はしご乗りを披露した名川第４分団

花粉の散布状況を確認する生徒

鳴海支局長から感謝状を贈られる松尾敏治さん㊧

授粉用溶液を散布するドローン

４月29日、三戸地区消防連絡協議会観閲式が
三戸町で開催されました。

南部、三戸、田子町の消防団員約1200人が分
列行進などを披露し、地域防災の担い手として、
決意を新たにしました。

式典では、纏振りやはしご乗り、中継送水競技、
女性分団員による通常点検などが行われ、日頃の
訓練の成果を披露しました。

式典終了後には、玉落し競技が行われ、放水が
描くアーチに観客から歓声があがりました。

人１本当たり約30分かかるのに比べ、８分程で
約15本の授粉が終了しました。
　今後、園芸科学科の生徒が結実率などを調査し、
授粉成果のデータ収集を進めていきます。
　担当の松本教諭は、「最先端技術の研究を通じて、
新たな農業技術を地元に広めるとともに、地域を
活性化させていくような人材を育てていきたい」
と今後の目標を語りました。

４月17日、松尾敏治さん（大向）に、青森地

方法務局八戸支局（鳴海藏麿支局長）から、法務

大臣感謝状が伝達されました。

松尾さんは、委員として平成20年４月から３

期９年間務め、今年３月末に退任されました。

「辛抱強く相手の話を聴くことと、問題解決の

橋渡しとして関係機関との連携強化を図ることを

心がけた。裁判の傍聴を経験するなど、いろいろ

勉強になった」と９年間の活動を振り返りました。

　県立名久井農業高等学校は、秋田県の企業と合
同で、小型無人機「ドローン」による果樹の花に
人工授粉する技術の研究を進めています。
　人工授粉は、高齢の生産者にとって、大きな労
力を伴うため、技術の実用化により生産者の負担
軽減につながっていくことが期待されます。
　5月10日、リンゴでの実験を関係者に公開。事
前に採取した花粉に砂糖を加え、水と寒天を溶い
た液体をドローンで散布しました。手作業だと１
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あたたかい善意に感謝 学びの向上心を持ち続け
補聴器４台を寄付していただきました まべち笑楽校　第５期生　入学式

中村代表取締役（右）から補聴器を受け取る工藤町長 校歌を斉唱する入学生

株式会社メガネショップナカムラ代表取締役の
中村信治さん（三戸町）から、町へ補聴器４台を
寄贈していただきました。
「健康宣言をおこない、町民の健康づくりを進

めている南部町の力になりたい」という中村さん
の想いから、このたびの寄贈に至ったものです。

町では、いただいた補聴器を健康センターに備
え、大切に、そして有効に使わせていただくこと
にしています。ありがとうございました。

５月13日、まべち笑楽校の第５期生の入学式
が剣吉公民館で開催され、18名の新入生が新た
な学校生活をスタートしました。

まべち笑楽校は、高齢者の生きがいづくり事業
の一環で、参加者の興味に応じた内容を学習して
いきます。

入学式を終えた後、一人ひとり自己紹介を行い、
学校生活をともにする仲間と、趣味やこれからの
意気込みなどを語り親睦を深めました。

百寿の節目をお祝い
川守田とめさん、小田原まつのさん

家族や町長とともに長寿を祝いました。

川守田とめさん

　町は、100歳の誕生日を迎えられた２人に、祝い
金と記念品を贈りました。

【川守田とめさん（剣吉）４月10日】
　川守田さんは農家に嫁ぎ、90歳過ぎまで畑仕事
に従事しました。計算問題を解くのが日課で、いつ
も100点満点だそうです。
　有料老人ホーム「桜桃庵」で、家族や施設の職員
から花束を贈られた川守田さんは、笑顔で応えてい
ました。
　長女の石橋鈴江さんは「厳しくも優しい母を誇り
に思う」と話しました。

【小田原まつのさん（上名久井）４月25日】
　小田原さんは町内の菓子店に嫁ぎ、80歳過ぎま
でお店を手伝いました。現在も自宅で暮らし、散歩
や裁縫、読書など多彩な趣味を楽しんでいます。
　チェリウスで行われたお祝いに、子や孫、ひ孫も
かけつけ、ご馳走を囲み、家族団らんの食事を楽し
みました。 小田原まつのさん
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５月３日、名久井岳の山開きが行われました。
登山シーズンを待ちわびた愛好者や町関係者が出

席。玉串を捧げ期間中の安全を祈願し、テープカッ
トが行われました。

この日は天候に恵まれ、標高615ｍの山頂からは
眼下に流れる馬淵川と、八甲田山や岩手山などの山々
が一望でき、参加者たちは、久しぶりの登山と山頂
からの絶景を楽しみました。

名久井岳は、四
季を通して初心者
でも楽める山です
が、 装 備 な ど を
しっかりと準備し、
安全に登りましょ
う。

まちの話題

農産物を鳥獣被害から守る 春山シーズン到来
ひだまり館にて猟友会出発式 名久井岳で山開き
　５月１日、農作物を鳥獣被害から守るため「猟
友会南部町支部」による有害鳥獣捕獲の出発式が、
ひだまり館で行われました。
　出発式では、猟友会南部町支部の助川正雄支部
長から「周囲に十分注意し、事故のないように」
など、注意事項が説明され、集まった猟友会のメ
ンバーは、これからの活動に向けて、気持ちを引
き締めました。
　有害鳥獣被害防止のため、皆さんのご理解とご
協力をお願いします。

名久井岳と周辺観光施設の安全を祈願猟友会の一人ひとりが決意を新たにした出発式

南
部
町
春
ま
つ
り

法
光
寺
境
内
を
中
心
に
華
や
か
に
祭
典

　

５
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
法

光
寺
境
内
を
中
心
に
、
南
部
町
春
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
緑
や
桃
色
の
鮮
や
か
な

衣
装
を
ま
と
っ
た
園
児
35
名
が
千
本

松
並
木
を
練
り
歩
く
、「
稚
児
入
山

行
列
」
で
華
や
か
に
開
幕
。

　

法
光
寺
境
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

２
日
間
を
通
じ
て
、
歌
や
踊
り
で
賑

わ
い
を
み
せ
、
歌
声
や
太
鼓
の
響
き
、

観
客
の
拍
手
が
、
春
風
に
乗
っ
て
境

内
の
周
辺
に
心
地
よ
く
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
の
豊
か
な
自
然
と
、
お

寺
を
中
心
に
し
た
会
場
を
活
か
し
た
、

体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
目
を
引
き
ま

し
た
。

　

法
光
寺
本
堂
内
で
は
、
座
禅
や
写

経
、
寺
ヨ
ガ
な
ど
を
通
じ
て
心
身
を

見
つ
め
、「
果
樹
の
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」

で
は
、
見
頃
を
迎
え
た
果
樹
の
花
見

を
楽
し
み
な
が
ら
５
㌔
の
コ
ー
ス
を

散
策
。
体
験
を
終
え
て
、
達
成
感
や

満
足
感
を
に
じ
ま
せ
る
参
加
者
の
清

清
し
い
表
情
が
、
祭
り
の
賑
い
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

華やかな稚児行列

力強く鳴り響く名農豊穣太鼓

本堂での座禅＆写経体験自然の中でのパワースポットヨガ会話も弾む果樹花見ウォーク
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福男・福女マラソン大会桜咲く町内を駆ける
昨年に引き続き第２回の開催第33回うぐいすマラソン大会

福男・福女を目指しスタートをきる子どもたち10㌔のコースを笑顔で駆ける選手たち

　５月５日、片岸町内会、マラソン大会実行委員
会（滝田康雄会長）は、「第２回ねぎや祭り福男・
福女マラソン大会」を開催し、福地小学校の児童
ら43名が御嶽神社を発着にした片岸町内のコー
スを爽やかに駆け抜けました。
　見事な走りで福男に野辺地奏

そう

汰
た

くん（小泉）、
福女に小村佳

か

桜
お

さん（八戸）が輝きました。
　滝田会長は「昨年に引き続き、児童の父母から
も好評だった。これからも続けていきたい」と来
年以降への意気込みを力強く語りました。

　４月23日、第33回うぐいすマラソン大会が、

ふくち運動公園を発着に開催され、参加した選手

699人が健脚を競いました。

　曇り空でスタートした大会も、選手の力走に応

えるように徐々に青空が広がり、暖かい日差しが

選手を後押ししました。

　選手は、沿道から寄せられる声援に笑顔で応え

るなど、競うだけでなく、観客とのふれあいや、

豊かな自然を楽しみながらゴールを目指しました。

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178－84－2850

バーデパーク25周年記念特別講座

スロートレーニング＆スタビライゼーション
　トレーニングジムにおいて体幹を意識した運動でシェ
イプアップ、筋力アップを目指します。
期日　６月21日（水）19時から19時45分
時間　19時～19時45分　※受講料無料（入館料別途）

小学生短期水泳教室
　初心者クラスなので安心して参加できます
期　間　７月24日（月）～28日（金）
　　　　９時30分～10時30分
受講料　会員4,450円（税込） 一般5,700円（税込）
※入館料含む　全５回分

キックボクシングエクササイズ講座
　気軽に楽しくストレス発散！
期　日　７月26日（水）
時　間　19時～19時45分
受講料　500円（入館料別途）

親子で木のおもちゃ作り教室
期　日　７月29日（土）、８月 ５日（土)
時　間　10時30分～12時30分
定　員　各25組　親子（大人と４才から小学生）
参加料　3,500円

　★今月26日はフロの日
通常450円 ➡ 特別価格330円

　★好評　週替わりランチ　平日限定11時～15時まで（ラストオーダー　14時30分）

 ★朝風呂営業
６時～８時まで（受付は７時30分まで）

今月の休館日　　　 
６月13・14・15日
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農
家
民
泊
に
つ
い
て

　

今
年
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
森
な
ん

ぶ
の
達
者
村
の
農
家
民
泊
・
農
業

体
験
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

南
部
町
の
農
家
民
泊
は
、
20
年

以
上
の
実
績
が
あ
り
、「
三
八
地

方
農
業
観
光
振
興
協
議
会
」、「
達

者
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
連
絡
協
議
会
」

が
、
受
け
入
れ
母
体
と
な
っ
て
お

り
、
青
森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
で
は
、

農
家
民
泊
の
企
画
・
立
案
や
学
校

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
事
前
学
習
会
の

運
営
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
八
戸
市
立
長
者
中
学
校

の
２
年
生
１
０
７
名
、
神
奈
川
県

か
ら
海
老
名
市
立
海
西
中
学
校
の

３
年
生
１
７
０
名
を
、
南
部
町
、

八
戸
市
（
南
郷
区
）、
三
戸
町
、

田
子
町
の
農
家
で
、
受
け
入
れ
し
、

農
業
体
験
学
習
で
は
、
り
ん
ご
の

摘
果
作
業
や
野
菜
の
定
植
な
ど
に
、

農
家
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
月
に
も
新
規
で
、
神

奈
川
県
海
老
名
市
立
今
泉
中
学
校

の
農
家
民
泊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
町
外
・
国
外
か
ら
、
千

人
以
上
の
子
供
た
ち
が
、
南
部
町

を
訪
れ
ま
す
の
で
、
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
ひ
と
時
を
提
供
し
、「
ま

た
、
南
部
町
に
来
た
い
！
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

青
森
な
ん
ぶ
の
達
者
村

　
　
　
　
　
な
ら
で
は
の
工
夫

　

農
家
で
の
農
業
体
験
学
習
に
先
立

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
行
っ
て
「
日

本
の
食
料
自
給
率
」
や
「
農
家
の
減

少
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
事
前
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
農
業
体
験
を

学
校
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
終
わ
ら

せ
る
の
で
は
な
く
、
農
業
の
課
題
や

自
分
た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
、

親
し
み
を
も
ち
な
が
ら
、
農
業
に
つ

い
て
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
学
習
で

あ
り
、
他
の
受
入
団
体
で
は
や
っ
て

い
な
い
青
森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
の
活

動
で
す
。

課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

教
育
旅
行
を
行
う
中
学
校
や
高
校

が
、
少
子
化
に
よ
る
学
校
統
合
に
よ

り
、
一
学
年
の
人
数
が
増
加
す
る
な

か
、
受
入
側
の
農
家
さ
ん
の
減
少
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
家
民
泊
は
、
農
家
さ
ん
と
子
供

た
ち
の
お
互
い
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
、
思
い
出
と
な
り
ま
す
。

　

青
森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
で
は
、
町

民
の
方
々
も
受
け
入
れ
に
参
加
で
き

る
新
し
い
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
か
た
ち
を
構
築
し
て
、
南
部
町
の

皆
さ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち

と
交
流
し
て
、
み
ん
な
が
「
達
者
」

に
な
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今月は、南部町のグリーン・ツーリズム「農家民泊」を支
えている「ＮＰＯ法人青森なんぶの達者村」の取組みをご紹
介します。

八戸市長者中学校生との農作業活動

さまざまな出来事をお伝えします

描の92
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杉沢中学校
校長：高橋　直浩 生徒数：23名

　本校の特色は、皆さんご存知の「杉中桜」。春に満開
の桜がライトアップ、冬には光輝くイルミネーションで
ドレスアップ。また、杉中桜をテーマにした「桜シンフォ
ニー」（作詞作曲：本澤博路さん（小向））という歌があ
り、入学式や卒業式に本澤さんのギター演奏で合唱し、
会場の方々に感動を与えています。
　昨年度は郡中体連夏季大会で女子卓球部が、秋季大会
では男子ソフトテニス部が団体優勝。今年度も郡春季大
会で男子ソフトニス部が優勝し、少人数でも努力すれば
栄光をつかむことができることを証明しました。
　学業においても卒業生全員が第一希望の上級学校に進
むことができ、文武両面で活躍しています。
　生徒数が減少し、１、２年生が複式学級となり、学級
数が減少している状況ですが、これまで以上に保護者や
地域の方々、小学校との連携を大切にして、地域と一体
となって教育活動に取り組んでまいります。そういう中
で、生徒に地域の良さを伝え、将来的に地域を継承して
いく生徒を育んでいきたいと思います。

　４月、５月に小中学生の空手道大会が行われ、全国
大会をかけた青森県予選会や東北大会において、町空
手道協会（なんぶスポーツ少年団）の選手が、好成績
を収めました。
　県大会上位入賞者の内、丸子眞

ま

央
お

さんと丸子慶
けい

二
じ

郎
ろう

君が、８月から開催される全国大会への出場権を獲得
しました。
　全国大会でも日頃の練習の成果を発揮して頑張って
ください。

第43回青森県少年空手道大会（４月29日、30日開催）

個人戦 形 組手

丸子　 眞
ま

央
お

　さん（名川中３年） 優　勝 優　勝

丸子 慶
けい

二
じ

郎
ろう

　　君（剣吉小６年） ― 優　勝

丸子 幸
こう

志
し

郎
ろう

　　君（剣吉小３年） 第３位 第３位

第26回青森県空手道選手権大会（５月３日開催）
個人戦 形 組手

工藤　　 弦
げん

　　君（南部小２年） 優　勝 ―

中野 　桜
おう

甫
すけ

　　君（南部小５年） 優　勝 第３位

佐々木 　昴
すばる

　　君（名久井小５年） ― 準優勝

鳥
とり

潟
がた

 　和真　　君（名久井小５年） ― 準優勝

西塚　 章
しょうえい

瑛　　君（名久井小５年） ― 第３位

工藤　 功貴　　君（向 小 ５ 年） 優　勝 ―

丸子 慶
けい

二
じ

郎
ろう

　　君（剣吉小６年） 第３位 優　勝

丸子 　眞
ま

央
お

　さん（名川中３年） 優　勝 優　勝

第19回東北中学生空手道選手権大会（５月７日開催）
個人戦 形 組手

丸子　 眞
ま

央
お

　さん（名川中３年） ― 第２位

「桜シンフォニー」を全校生徒、教職員で合唱

「杉中桜」のイルミネーション

地区のシンボル「杉中桜」とみんなの頑張り

空手道大会で好成績
南部町空手道協会の選手が全国大会出場
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　南部町は３歳児でのむし歯有病率が、平成
26年度は44.5％で県の28.8％に比較して高く、
甘 味 食 品 を １ 日 ３ 回 以 上 飲 食 す る 割 合 も
40.0％で県の24.6％に比較して高い町です。

【むし歯と糖分の関係】
　乳歯がむし歯になると、永久歯もむし歯になっ
たり、歯並びが悪くなったりします。
　おやつは時間・量を決め、特に寝る前は避け、
１日３回以上にならないようにしましょう。
　むし歯の原因として飲み物があげられますが、
特に乳酸飲料・スポーツ（イオン）飲料・ジュー
ス等甘い飲み物の飲み過ぎなどには気をつけ
ましょう。

おいでよ！子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていないお子さん
なら、どなたでも参加できます。
　子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出していますので、
お気軽にご利用ください。

福地保育園� ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

６月15日　お外遊び
６月22日　七夕制作
６月29日　お誕生会
７月６日　七夕会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時 ６月14・21・28日、７月５日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

６月12日・19日・26日
７月３日・10日

なんぶ保育園� ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時～12時

６月８日　ダンボールで遊ぼう
６月15日　カエルを作ろう
６月22日　お誕生会
６月29日　七夕制作
７月６日　たなばた会

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時～14時

６月５・７・12・14・19・21・26・28日
７月３・５日

チェリー保育園� ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

６月８日　　ダンボール遊び
６月15日　　風船であそぼう
６月22日　　誕生茶話会
７月１日㈯　運動会に参加しましょう
７月６日　　七夕会

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

６月12・14・19・21・26・28日
７月３・５・10日

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談

乳幼児予防接種

１歳６か月児童診査　　実施日：６月15日（木）　　対象：H27.10月～ H27.11月生まれ　　受付：12時15分～12時45分
３歳児健康診査　　　　実施日：７月６日（木）　　対象：H25.11月～ H25.12月生まれ　　受付：12時～12時15分
４才児健康相談　　　　実施日：６月27日（火）　　対象：H24.10月～ H24.11月生まれ　　受付：13時～13時30分

接種の種類・医療機関により予約方法が異なります。予約を忘れないようご注意ください。

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　　13時～13時20分 要予約（B型肝炎・ポリオ・MR混合・水痘） BCGは6月12日・7月7日
南部病院 毎週　水曜日　　　　13時～13時30分 要予約（全種類） BCGは行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日　9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　　9時～11時 要予約（全種類） BCGは6月14日・7月12日

かわむら内科クリニック 月・火・木・金曜日　9時～11時30分　14時～17時30分
水・土曜日　　　　　9時～11時30分 要予約（ポリオ）

はらだクリニック 月・火・水・金曜日　9時～12時　15時～18時
木・土曜日　　　　　9時～12時 要予約（B型肝炎・ポリオ）

実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎ 0178-60-7100

歯 と 口 の 健 康 週 間  
（６月４日～10日）

～「おいしい」と「元気」を支える丈夫な歯～

【１日に必要な砂糖の量
（料理とおやつあわせて）】

３～５歳　15ｇ（スティックシュガー5本）
成　　人　25ｇ（スティックシュガー8本）

（参考）
スポーツ飲料(500cc) スティックシュガー８本
炭酸飲料(500cc) スティックシュガー19本
乳酸菌飲料(65cc) スティックシュガー３本
果汁入り飲料(300cc) スティックシュガー11本
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　経済的な理由等で国民年金保険料を納めることが困
難な場合には、保険料の納付が「免除」または「猶予」
される制度があります。申請は、各庁舎の窓口で行うこ
とができます。
①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場合
に、保険料の納付が全額免除または一部免除とされま
す。なお、一部免除については、一部納付保険料を納付
しないと未納期間となりますので、必ず納付してくださ
い。
②納付猶予申請
　学生でない 50歳未満の人で、本人、配偶者の前年所
得が一定額以下の場合に、申請手続きをすることによ
り、保険料の納付が猶予されます。
③学生納付特例申請
　学生の人で、本人の前年所得が一定額以下の場合に、
申請手続きをすることにより、保険料の納付が猶予され
ます。

問合せ　
住民生活課
（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2509

【青森労災病院医師の診療日】
　　　　　☎0178-76-2001

整形外科 受付 11時30分まで

▶ ６月24日(土)　８時30分～

先天性股関節脱臼 要予約/受付
10時30分～10時50分

▶ ６月24日(土)　13時30分

眼科 受付14時まで
初診の方は13時まで

▶ ６月14日(水)　13時30分～
▶ ６月28日(水)　13時30分～

泌尿器科 要予約

▶ ６月 ６日(火)　13時～
▶ ６月12日(月)　13時～
▶ ６月20日(火)　13時～
▶ ６月26日(月)　13時～

　都合により日時が変更となる場合がありま
すので、ご来院の際はお問い合わせください。

合併処理浄化槽設置事業の補助
　町では、し尿と生活雑排水を併せて処理する合併処
理浄化槽を家庭で設置する場合に、経費の一部を補助
しています。
対象区域
　次の①～③以外の区域の人
　①公共下水道事業計画の予定排水処理区域
　　（南部地区の一部）
　②農業集落排水事業排水処理区域

（上名久井処理区、下名久井処理区、片岸処理区、
苫米地処理区、福田処理区）

　③あかね・東あかね団地排水処理区域
詳細については、事前に建設課でご確認ください。

対象者
　対象区域内において、

①住宅（店舗等の床面積が総面積の 1/2 未満であ
る併用住宅含む）に合併処理浄化槽を設置する人

②合併処理浄化槽が新たに設置されることとなる住
宅を購入する人

補助金額および今年度計画基数
人槽区分 補助限度額 計画基数

５人槽（床延べ面積 130㎡以下） 352,000 円 ８基
６～７人槽（床延べ面積 130㎡
を超える） 441,000 円 17 基

10 人槽（２世帯住宅で浴室およ
び台所が２つ以上ある住宅） 588,000 円 ―

※浄化槽の人槽は原則、住宅の延床面積で決定されますが、
建物の使用状況により、明らかに実情に添わないと考えら
れる場合は、資料などを基に増減することができます。

申請方法
　浄化槽設置前に申請書を提出してください。設置工
事は、申請審査後に送付する交付決定通知書が届いて
から行ってください。

国民年金保険料免除・納付猶予制度

歯科診療の休止について
５月１日から、都合により歯科診療を休止して
おります。

問合せ　建設課
　　　　☎ 0179-34-2518
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　児童手当は中学校卒業まで（15歳に達した年度

末まで）の児童を養育している人に支給されます。

　児童手当を引き続き受けるためには、「現況届」

を提出していただく必要があります。

　対象の方には「現況届」の用紙を６月初旬に郵

送しますので、期間内に必ず提出してください。

提出期間　６月１日(木)から30日（金）まで

提出書類
（１）児童手当・特例給付　現況届

　　　（郵送します）

（２）健康保険証のコピーまたは年金加入証明書

（３）平成29年１月２日以降に南部町へ転入した場

合

　・・「平成29年度　所得課税証明書」

　※源泉徴収票や確定申告書では受付できません。

（４）単身赴任などで児童と別居している場合

　　 南部町内で別居している場合→監護生計同一

申立書（窓口にお越しください。）

　　 南部町外で別居している場合→監護生計同一

申立書、お子さんの世帯全員の住民票

【ご注意ください】

　現況届を提出しないと、６月分以降の手当が受

けられなくなりますのでご注意ください。

　現況届は、２年間提出がないと時効により受給

資格が消滅します。

※そのほか受給者に応じて必要な書類が異なります。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

平成29年度児童手当にかかる現況届の提出を忘れずに

達者 de健康相談献血にご協力ください
　南部町健康センターでは、毎月定期的に健康相談
を開催しています。ご自分の血管年齢や骨密度など
を確認してみませんか？
　エアロバイクやルームランナーなど、体験利用と
使用方法の説明を行っています。運動を始めるきっ
かけづくりにぜひご活用ください。
開催日　６月12日（月）、26日（月）
時　間　13時30分～17時
　　　　17時30分～18時30分
会　場　南部町健康センター２階　運動指導室
内　容　体組成計での体脂肪･筋肉量測定、血管年

齢測定、骨密度測定、血圧測定、保健師･
栄養士による健康相談、運動器具体験

※運動器具体験は要予約制。受付は18時までで、
１人１回30分間まで。

問合せ
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7100

　病気やけがなどで輸血を必要としている人の命を
救うため、18歳から65歳の健康な人に400mlの献血
をお願いしています。
　献血にご協力いただいた方には血液検査の結果が
送付され、健康管理に役立てることができますので、
初めての方もぜひご協力ください。
期日　６月21日（水）
▷株式会社　夏堀組
　時間　９時～11時30分
▷南部分庁舎
　時間　13時～16時
その他　安全で責任のある献血をお願いするため、

運転免許証など本人確認ができるものを持
参してください。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101
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　名川B&G海洋センターのプールは、屋根がシート
で覆われており、天候を気にすることなく利用でき
ます。また、25ｍプールのほかに幼児用プールも
あるので、小さなお子様連れでも安心してご利用い
ただけます。ぜひご利用ください。

開場期間
６月16日（金）～９月３日（日）
開場時間
９時～17時（７月18日～８月19日は21時まで）

休場日
毎月第２・第４火曜日（日曜・祝日の18時以降も
休み）
料金
・中学生以下と付添人（同伴者）は無料
・高校生 80円（18時以降は170円）
・大人　100円（18時以降は220円）
注意事項

小学校３年生以下の利用および小・中学生の18
時以降の利用は成人の同伴が必要です。

６月16日
名川B&G海洋センタープール�オープン

さくらんぼ化粧箱を使用しませんか

問合せ　南部町名川 B&G 海洋センター
　　　　☎ 0178-76-3310

　達者村農業観光振興会では、さくらんぼの化粧箱を作成しています。
　化粧箱の使用を希望する人は、ながわ農業観光案内所または役場各庁
舎窓口に備え付けてある申込書に必要事項を記入のうえ、お申込みくだ
さい。
１箱の値段（注文は 50箱から受付可能）
500g：130 円（税込）
700g：140 円（税込）
申込み・問合せ
ながわ農業観光案内所
☎ 0178-76-3020

◆騎士団長殺し
　　　　　第 1部・第 2部
◆東京クルージング
◆本を守ろうとする猫の話
◆終電の神様
◆我らがパラダイス
◆ハリネズミの願い

◆妻に龍がつきまして…
◆鬼門の将軍
◆大人の流儀７　さよならの力
◆計画結婚
◆ぞくぞく村のにじ色ドラゴン
◆コウノトリのコウちゃん

村上　春樹　　著

伊集院　静　　著
夏川　草介　　著
阿川　大樹　　著
林　真理子　　著
トーン・テレヘン� 著

小野寺Ｓ一貴　　著
高野　嵩史　　　著
伊集院　静　　　著
白川　三兎　　　著
末吉　暁子　　　著
かこさとし　　　絵

　今月は新刊コーナーの他に、『本屋大賞』『芥川賞・直木賞』、さらに『メディア化本』のコーナーをそ
れぞれご用意しています！ぜひお気軽に、お手に取ってご覧ください。
　～皆さんのご利用、心よりお待ちしています～

≪特集コーナー≫
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団地名 募集
戸数 住所 構造 間取り 家賃

（所得応じて決定します）

佐 野 平 団 地 1戸 大向字佐野平70- ３ 木造平屋建 ３Ｋ 3,500～5,200円

牧 野 平 団 地 1戸 大向字牧野平７- ６ 簡易耐火
2階建 ３ＤＫ 16,100～24,100円

相 内 団 地 １戸 相内字上ノ平10- ２ 木造平屋建 ２Ｋ 3,700～5,600円

ひ ろ ば 台 団 地

１戸

平字虚空蔵８- ３ 木造平屋建

２ＬＤＫ・バス
水洗トイレ付 24,000～35,800円

１戸
１ＬＤＫ・バス

水洗トイレ付

17,400～25,700円

１戸 17,600～26,200円

１戸 17,900～26,600円

第２苫米地駅前団地 ２戸 苫米地字四切35 木造平屋建 ２ＤＫ・バス
水洗トイレ付 17,500～26,100円

町営住宅の入居者を募集します
入居資格

　同居または同居しようとする
親族がある（単身入居は条件が
ありますのでお問合せください）
／入居者および同居者の所得合
計が月額158,000円以下（入居
者の構成により控除額が異なる
場合があります）／住宅に困窮
していることが明らか／税金を
滞納していない／連帯保証人２
名以上の届出ができる（原則と
して南部町内在住者で、内１名
は親族）/入居者全員が暴力団
員でない

入居者の決定など
　入居希望が複数あったときは、
書類選考および抽選（６月21
日（水）10時：南部分庁舎3階
会議室予定）になります。また、
入居決定日から10日以内に連
帯保証人の届出および敷金（家
賃の３か月）の納付をしていた
だきます。

問合せ　建設課（南部分庁舎）
　　　 ☎0179-34-2518

その他　
　入居した日から２週間以内に転居（転入）の手続きをしてくださ
い／町営住宅では犬や猫などのペットを飼うことはできません／駐
車場は団地敷地内に１戸につき１台です。

現地説明会（現地集合・解散）
▷期日　６月９日（金）
▷日程
　　佐野平団地：　　　　９時～９時15分
　　牧野平団地：　　　　９時20分～９時35分
　　相内団地：　　　　　９時40分～９時55分
　　ひろば台団地：　　　10時10分～10時30分
　　第２苫米地駅前団地：10時45分～11時00分

申込み方法
町営住宅入居申込書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて６
月12日（月）12時までに建設課（南部分庁舎）または各住民生活
課サービス班に、本人か同居者が提出してください。
＜必要書類＞

①町営住宅入居申込書（建設課・各住民生活課サービス班にあります）
②入居申込者および同居者の平成29年度所得課税証明書
③入居申込者および同居者の町税の完納証明書
④住民票の写し（入居者全員が記載されているもの）
⑤現在、賃貸住宅にお住いの方は契約書の写し
⑥結婚を予定している方は、婚約証明書

入居募集住宅
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コミュニティバスの安全な運行にご協力ください
　南部町多目的バスおよびなんぶ里バスが、バ
ス停で停車する際、交差点付近に停車し、見通
しが悪くなる場合があります。
　利用者乗降のため、停車に時間を要する場合
がございますが、停車中のバスの無理な追い越
しは、事故等の原因となりますので、車を運転
される皆さんの、安全なバス運行へのご理解と
ご協力をお願いします。

【問合せ】
　企画財政課（本庁舎）　☎0178-84-2112
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役立っています！ボートピアなんぶ交付金
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スポーツ吹矢の備品購入や県南地域を対象とした大会の開催により、スポーツ吹矢の普及・交流が
図られ、地域の健康増進及び活性化に貢献できました。（南部町スポーツ吹矢愛好会）

桐生一般戦 住之江ＧⅠ太閤賞 蒲郡一般戦 住之江一般戦 蒲郡一般戦 桐生ＧⅢイースタンヤング丸亀
一般戦
若松ＧⅠ全日本覇者

決定戦
丸亀男女Ｗ優勝戦 桐生男女Ｗ優勝戦 若松ヴィーナスシリーズ 下関一般戦

常滑ヴィーナスシリーズ 多摩川一般戦 戸田
一般戦

びわこ
一般戦

津
一般戦

尼崎ＧⅢサッポロビールカップ 常滑ＧⅢマスターズリーグ 多摩川一般戦

戸田
一般戦

江戸川ＧⅠ江戸川大賞 平和島一般戦 常滑ＧⅡモーターボート大賞 鳴門ＳＧグランドチャンピオン 三国ＧⅢ企業杯 宮島ＧⅢウエスタンヤング

丸亀
一般戦

蒲郡一般戦
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６月４日～10日は危険物安全週間

　６月４日から10日まで全国一斉に危険物安全週間が実施されます。
推進標語は「あなたなら　無事故の着地　決められる！」となって
います。
　私たちの家庭にはいろいろな危険物が存在します。暖房用の灯油、
自動車用のガソリンや軽油、揚げ物などに使うサラダ油、ペンキの
塗料、、化粧品や掃除用のスプレー缶など、私たちの日常生活は知ら
ず知らずのうちに危険物に取り囲まれています。
　ちょっとした不注意で大きな火災や事故が発生してしまいますので、
取り扱いや保管には十分な注意が必要です。
　次のことを守り、危険物による火災や事故を起こさないよう十分
注意しましょう。

危険物に対する防火のチェックポイント
①火気の近くで危険物を取り扱わない
②スプレー缶をたき火などの中に捨てたり、暖房器具のそばや直

射日光の当たるところに置かない
③製品の注意事項をよく読み、正しく取り扱う
④てんぷらなどの揚げ物をしているときは、絶対にその場を離れ

ない。離れる場合は必ず火を止める
⑤油の染み込んだ新聞紙、揚げカスは、こまめに処分する
⑥ガソリンなどは、蒸気が発生しないように専用の密閉容器に入

れ、換気の良い冷暗所に置く

　　　問合せ　三戸消防署　☎0179-22-1140
　　　　　　　名川分署　　☎0178-76-2416
　　　　　　　福地分遣所　☎0178-84-2103

行政相談・人権相談
期日　７月６日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、中央公民館、
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部
　分庁舎）☎0179-34-2509

6･7月の休日窓口開設日
期日　６月３日（土）、17日（土）
　　　７月１日（土）、15日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書
　　　　　の交付、印鑑登録
※平日は、予約制で18時まで

窓口を開設しています。
問合せ　住民生活課（南部分庁

舎）☎0179-34-2509

お知らせ
information

南部町の人口と世帯数
（平成29年５月20日現在）

対先月比
人　口　18,776人  （－14）
　男　　 8,940人  （－７）
　女　　 9,836人  （－７）
世帯数　 7,493世帯（＋７）

　　 テニス

　町ソフトテニス協会では、町内
の小学生を対象に、ソフトテニス
教室を開催します。保護者もぜひ
一緒にテニスを楽しみましょう。
※小学校３年生以下の場合、教室
中、保護者の付き添いが必要です。
期日　７月５日から毎週水曜日
時間　19時～21時
場所　ふるさと運動公園テニスコ
　　　ート
参加料　一人　2,000円
申込期限　６月23日（金）
申込み・問合せ
町ソフトテニス協会事務局　坂本
☎090-3469-5354

　　 作品募集

　町は、青森朝日放送株式会社が
主催する「第17回ふるさと自慢
わがまちCM大賞」に出品する作
品を募集しています。応募の中か
ら、優秀作品１点を町代表作品と
します。
応募資格
　中学生以上の町民（代表者は町
内在住・在勤の成人）。出品する
方は商工観光交流課に備え付けて
ある申込書に記入し、７月14日
までに提出してください。
応 募 作 品　30秒のVTR-CM
作品提出期限　９月８日（金）
申込み・問合せ
　商工観光交流課（本庁舎）
　☎0178-84-2119
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　平成29年度果樹経営対策事業
及び果樹未収益期間支援事業（第
２次）の申込みを受付します。申
込み希望の方は期限厳守でお申し
込みください。なお、今年度の第
３次募集は行わないことと決定し
ておりますので、ご注意ください。
補助対象及び助成額
・果樹改植
　▲りんご→わい化りんご
　・33万円/10ａ
　▲りんご→普通樹りんご
　・17万円/10ａ
　▲主要落葉果樹　　　　
　・17万円/10ａ
申込期限　7月20日
申込み
　農林課に備え付けてある申込書
に記入して提出してください。
申込みする場合の注意事項
　本事業は全国的に好評を得てお
り、年々実施希望者が増加してい
る事業であるため、今回の募集か
らは希望どおりに採択されない事
態が想定されております。
　なお、国からの予算配分で制限
を受けた場合は、事業内容等を精
査した上で優先順位を設定するこ
ととなりますので、予めご了承く
ださい。
問合せ　農林課（中央公民館）
　　　　☎0178-76-2308

　南部町精神障害者家族会「まべ
ちの会」では精神に障がいのある
人の家族が集まり、自由に語らい
交流しています。申し込みは不要
です。興味のある人はお気軽にご
参加ください。
期日　6月17日（土）
時間　11時～13時30分
会場　名川チェリリン村　
　　　山賊道場
問合せ　健康福祉課（健康センタ
　　　　ー）　☎ 0178-60-7101

　町では「認知症サポーター養成
講座」の出前講座を行っています。
　認知症サポーターとは、認知症
について正しく理解し、認知症の
人や家族を温かい目で見守る地域
の応援者です。
　町内会や事業所、学校、各種団
体など、おおむね５名以上の受講
者が集まれば養成講座を開催でき
ますので、申込みやお問い合わせ
など、お気軽にご連絡ください。
申込期限　希望開催日の２か月前

まで
そ の 他　受講者には、認知症サ

ポ ー タ ー の 証 で あ る
「オレンジリング」を

配付します。
申込み・問合せ
　地域包括支援センター (健康セ

ンター）　☎0178-76-2555

　青森県立精神保健福祉センター
では、自死でご家族やご友人、恋
人など大切な人を亡くされた方を
対象に「つどい」を開催していま
す。 「つどい」は大切な人を亡くし、
同じ思いを抱えている人が集まり、
自分の体験や思いを心おきなく話
せる場です。その場で聴くだけで
もかまいませんので、参加してみ
ませんか。
期日　７月８日（土）
時間　13時30分～15時30分
場所　ユートリー４階
申込み・問合せ　

青森県立精神保健福祉センター
こころの電話
☎017-787-3957
☎017-787-3958

　町では、身体障害者巡回診査・
更生相談（肢体不自由の障害のみ）
を次のとおり実施します。
対象　次のいずれかに該当する方
○身体障害者手帳の交付を受ける

ための診査を必要とする方
○町または青森県障害者相談セン

ターから身体障害者手帳の再認
定を必要とされた方

○身体障害者手帳の障害程度や等
級などの変更を必要とする方

○補装具の相談などを希望する方
※処方できない補装具もあるの

でお問い合わせください。
○生活・医療・施設入所などの相

談を希望する方
※当日の診査だけでは判定できな

いこともあります。
期　　日　７月５日（水）
場　　所　ゆとりあ
受付時間　９時～11時（診査開始

は9時30分から）
持参するもの

①身体障害者手帳（所有者のみ）
②印鑑（シャチハタ不可）
※手帳交付の診査を希望する人

でかかりつけの医療機関があ
る場合は、レントゲン写真や
紹介状等、病名や治療の状況、
身体状況がわかる書類をご持
参ください。

申込み・問合せ
　健康福祉課　地域福祉班
　☎0178-60-7101

　「福地おはなしの会」の皆さん
による読み聞かせです。事前申込
みは必要ありませんが、未就学の
お子さんは保護者同伴でお越しく
ださい。
期日　６月25日（日）
時間　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室１階
　　　町民図書室
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）

☎0179-34-2132

身体障害者巡回診査・
更生相談　　　　　　

おはなし会　　　　　

認知症サポーター養成講座

自死遺族のつどい　　

果樹の改植事業　　　　　　
　　（第２次募集）申込み受付

精神障害者家族会　　
「語らいの会」　　　



18広報なんぶちょう６月号

　南部町では、名久井岳の麓の農林漁業体験実習館
「チェリウス」で勤務するスタッフ（臨時職員）を

次のとおり募集します。
職種・人数・賃金など
　下記の表をご覧願います。
申込み

商工観光交流課(本庁舎)・チェリウスに備え付け
の書類(受験願書および履歴書等)にご記入のうえ、
商工観光交流課へ提出してください。

条件など
　年齢性別は問いません。
　任用期間は、採用した日～平成30年3月31日です。
　(※更新する場合もあります)
　なお、交通費の支給はありません。
面接日
　後日通知します。
問合せ　南部町本庁舎　商工観光交流課
　　　　☎0178-84-2119

募集人数　12人
勤務期間　７月８日（土）から８月27日（日）
勤務時間　８時30分～21時まで
　　　　　（２時間から８時間勤務）
勤務内容　プール監視、清掃、フロント受付、
　　　　　接客、レストランホール、配膳処理、
　　　　　設備点検など
資　　格　50ｍ以上泳げて、高校生以上60歳未満

の人
時給　　　730円

面接日　　後日連絡します
申込み
　履歴書に写真を貼って６月18日（日）22時（必着）
までにバーデハウスフロントへ提出してください。(封
書に「夏休みアルバイト」と明記すること)

※採用の際、心肺蘇生法未受験者は、バーデハウ
スが行う講習を受けてもらいます。

問合せ　一般財団法人南部町健康増進公社
　　　　☎0178-84-2850

老健なんぶ
　介護福祉士・介護員　臨時職員募集

南部町農林漁業体験実習館チェリウス
　接客スタッフ／調理・接客補助スタッフ募集

パーデパークアルバイト募集

職　　種　介護福祉士、介護員
募集人数　それぞれ若干名
勤務期間　採用日～６カ月以内
　　　　　（希望により更新有）
勤務時間
　日　勤　８時15分～17時
　準　夜　15時15分～24時
　深　夜　23時30分～８時15分
賃金
　介護福祉士　7,600円/日
　介　護　員　7,200円/日
※夜勤できる人には賃金加算、夜間介護手当等あり

受付時間　８時30分～17時（土日祝日除く）

申込み・問合せ
履歴書のほか資格のある人は資格書（写）を添付
して提出してください。（郵送可）
面接日時は後日連絡します。
〒039-0105　南部町大字沖田面字千刈32-1
老健なんぶ　☎0179-34-3260

求　人

職種 募集人員 賃金 社会保険・雇用保険 勤務時間 主な内容

接客員 1人 日額6,000円 あり あり 平日休日問わず不規則
勤務（接客員：週38時
間45分程度／補助員：
１日５時間程度

接客・調理補助等
（※補助員は業務補助が

中心）調理・接客
補助員 1人 時給  774円 なし あり
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○医療保険料の軽減率の変更について
　平成29年４月から75歳以上の皆様の保険料の軽減率が変わりました。年収約153万円～約211万円の方
の所得割額は、平成28年度までは５割軽減とされていましたが、平成29年度は２割軽減となります。元被
扶養者で特定の要件に該当する方の均等割額は、平成28年度までは９割軽減とされていましたが、平成29
年度は７割軽減となります。なお、該当になる方の年金からの引き落とし額が実際に増えるのは平成29年
10月分からとなります。

〈元被扶養者〉・・・・・75歳になる前日に、家族の会社の健康保険などで被扶養者だった方
〈特定の要件の例〉・・・単身の方であれば、年金収入が168万円を超える方など。75歳以上の夫婦２人世
　　　　　　　　　　　帯であれば、一方の年金収入が168万円を超える場合など。
問合せ
　税務課（南部分庁舎）　　 　　　　☎0179-34-2586
　青森県後期高齢者医療広域連合　　☎017-721-3821

○高額療養費上限額の変更について　
　平成29年８月から70歳以上の皆様の高額療養費の上限額が変わります。
以上２点の変更についての詳細は下記にお問い合わせください。

問合せ
　健康福祉課（健康センター）　　 　☎0178-76-3323
　青森県後期高齢者医療広域連合　　☎017-721-3821

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

町営市場の販売状況（平成29年4月16日~平成29年5月15日）

品名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）

紅玉（りんご） 1,710 113 66 75
ふじ（りんご） 7,288 1,390 191 187
王林（りんご） 2,140 86 40 53
サンふじ（りんご） 78,224 6,244 80 158
金星（りんご） 3,590 288 80 108
着色ふじ（りんご） 1,060 138 130
シナノゴールド（りんご） 8,360 925 111 126
ゴボウ 4,792 1,160 242 357
土付ゴボウ 984 120 122 264
長芋 75,156 24,668 328 291
にんにく 8,110 15,909 1,962 1,680
白菜 1,460 203 139 123

キャベツ 1,720 268 156 168
ねぎ 11,195 2,844 254 413
ほうれん草 1,693 626 370 374
小松菜 792 226 285 312
きゅうり 5,137 1,581 308 324
トマト 208 83 399 386
シイタケ 631 446 707 690
●今月の休場日
６月４日（日）、５日（月）、11日（日）、14日（水）、18日（日）、
　　21日（水）、25日（日）
７月２日（日）、５日（水）、９日（日）、12日（水）、16日（日）、
　　17日（月）、23日（日）、26日（水）、30日（日）

　名久井岳山開きの取材で久しぶりに名久井岳
を登りましたが、カメラ片手にのぼるハンデと
予想以上の傾斜に苦しみ、息が上がってしまい
ました。自分の体を見つめ直すきっかけになり、
軽い運動を始めた今日この頃です。（K）

　ごみの収集日や、検診・予防接種日の情報を
掲載していました「くらしのカレンダー」につ
いては、各世帯に配布している「ごみ収集日程
表」と内容が重なることや、紙面内容の充実を
図るため、本年３月号をもって掲載を終了いた
しました。
　ご愛用いただいていた皆様には、ご不便をお
かけしますが、ご理解の程よろしくお願いします。
　また、終了のご報告が遅れましたことをお詫
び申し上げます。
　なお、町では、町民の皆様へ幅広く効果的に
情報提供をするため「広報委員会」を設立し、
全庁的な意見交換をするなどの取り組みをして
いるところです。
　皆様のご意見などを伺いながら、分かりやす
く、共感いただける内容の充実した広報を目指
しますので、ご理解・ご協力をお願いします。
※検診・予防接種日の情報については、紙面の
「子育て通信」によりお知らせしますので、
ご覧ください。

編集後記

「くらしのカレンダー」について



20広報なんぶちょう６月号

なんぶ

第48号 発行・編集
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統
合
庁
舎
の
基
本
計
画
費
を
含
む

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

第
73
回
南
部
町
議
会
定
例
会　
３
月
３
日 

～ 

３
月
13
日

　
第
73
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平
成
28
年
度
各
会
計
補

正
予
算
、
教
育
委
員
及
び
財
産
区
管
理
会
委
員
の
任
命
・
選
任
な
ど
の
案
件
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員

会
（
川
守
田
稔
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
９
日
・
10
日
に
審
査
を
行
い
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

条
例

■
職
員
の「
修
学
部
分
休
業
」

「
高
齢
者
部
分
休
業
」「
配

偶
者
同
行
休
業
」
に
関
す

る
条
例
の
制
定

▽　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
伴
い
、
公
務
に
支
障
が

な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

無
給
の
休
業
を
認
め
る
条

例
を
制
定
し
た
。

　
　

修
学
部
分
休
業
は
、
週

の
勤
務
時
間
の
半
分
を
上

限
と
し
て
休
業
し
、
大
学

や
専
門
学
校
な
ど
で
勉
強

で
き
る
も
の
。

　
　

高
齢
者
部
分
休
業
は
、

55
歳
を
超
え
る
職
員
が
、

週
の
勤
務
時
間
の
半
分
を

上
限
と
し
て
休
業
し
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
へ
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
。

　
　

配
偶
者
同
行
休
業
は
、

外
国
で
勤
務
等
を
す
る
配

偶
者
と
、
外
国
に
お
い
て

生
活
を
共
に
す
る
た
め
に

３
年
を
限
度
と
し
て
休
業

で
き
る
も
の
。

■
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
案
内
所

条
例
の
制
定

▽　

平
成
29
年
４
月
１
日
に

史
跡
聖
寿
寺
館
跡
案
内
所

を
開
設
す
る
た
め
、
管
理

等
の
規
定
を
定
め
た
条
例

を
制
定
し
た
。

■
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

廃
止

■
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

を
定
め
る
条
例
の
廃
止

■
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成

に
係
る
連
携
協
約
の
締
結

▽　

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏

が
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都

市
圏
に
移
行
す
る
こ
と
に

伴
い
、
定
住
自
立
圏
の
形

成
に
関
す
る
協
定
及
び
関

係
条
例
を
廃
止
し
、
新
た

に
、
八
戸
市
と
の
間
に
お

い
て
連
携
中
枢
都
市
圏
の

形
成
に
係
る
連
携
協
約
を

締
結
し
た
。

■
集
会
所
条
例
の
一
部
改
正

▽　

野
場
地
区
と
桜
本
町
地

区
に
建
設
し
た
集
会
施
設

を
条
例
に
追
加
し
た
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽　

地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
等
の

改
正
に
伴
い
、
職
員
の
育

児
休
業
や
介
護
休
暇
に
関

し
て
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
▽　

町
営
住
宅
「
広
場
団
地
」

「
高
屋
敷
団
地
」「
五
日
市

団
地
」
を
廃
止
し
た
た
め
、

条
例
か
ら
削
除
し
た
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
▽　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

が
平
成
31
年
に
延
期
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
を
前
提
に

し
た
保
険
料
の
軽
減
を
実

施
し
な
い
こ
と
と
す
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
し
た
。

■
消
防
団
員
の
定
員
、任
⽤
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

▽　

消
防
団
員
の
確
保
を
目

的
と
し
、
分
団
長
を
65
歳

か
ら
70
歳
に
、
部
長
・
班

長
を
63
歳
か
ら
65
歳
に
、

団
員
を
60
歳
か
ら
65
歳
に

定
年
を
引
き
上
げ
た
。
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　◉�主な議案（第73回定例会）

なんぶ議会だより

平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
に
対
す
る
討
論　

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
予
算

▽　

一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
前
年
度
よ
り
４
千
万

円
減
の
96
億
７
千
万
円
、

17
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ

て
２
１
５
億
３
千
３
４
２

万
７
千
円
、
前
年
度
よ
り

１
億
７
７
３
万
８
千
円
の

減
と
な
っ
た
。

　
　

一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
地
域
集
会
施
設
整
備

事
業
に
６
千
６
４
８
万
円
、

統
合
庁
舎
建
設
に
係
る
基

本
計
画
と
地
形
測
量
等
に

１
千
７
６
万
６
千
円
、
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
に
４
千
８
０
万
円
、
若

者
向
け
定
住
促
進
住
宅
の

造
成
事
業
に
８
千
１
０
万

円
、
小
・
中
学
生
給
食
費

無
償
化
に
６
千
４
９
万
７

千
円
、
消
防
屯
所
２
カ
所

の
更
新
に
７
千
９
７
０
万

５
千
円
な
ど
。

※　
平
成
29
年
度
各
会
計
予

算
の
詳
細
は
、
広
報
な
ん

ぶ
ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

■
反
対
討
論

▽　
新
庁
舎
建
設
反
対
と
い

う
公
約
に
多
く
の
支
持
を

受
け
て
活
動
を
続
け
て
き

た
が
、
現
在
も
新
庁
舎
建

設
の
必
要
性
を
理
解
で
き

な
い
。

　
　
「
ま
だ
使
え
る
庁
舎
が

あ
り
、
借
金
を
残
さ
れ
て

子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
そ

う
」
と
い
う
、
町
民
の
声

が
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
、

無
益
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
、
庁
舎
建
設
に
関

す
る
予
算
に
反
対
す
る
。

 

夏
堀
嘉
一
郎　
議
員

▽　
庁
舎
建
設
に
活
⽤
す
る

合
併
特
例
債
が
有
利
で
あ

る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

３
割
は
借
金
と
な
る
。

　
　
庁
舎
建
設
に
反
対
で
は

な
い
が
、
事
業
の
規
模
な

ど
を
よ
く
考
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
町
民

と
の
対
話
や
説
明
会
な
ど

で
生
の
声
を
聞
き
、
多
く

の
人
が
納
得
し
た
う
え
で

進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く

り
と
進
め
る
べ
き
庁
舎
建

設
に
関
す
る
予
算
計
上
は

時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
、

反
対
す
る
。

 

滝
田　
勉　
議
員

■
賛
成
討
論

▽　
南
部
分
庁
舎
、
本
庁
舎

は
建
設
し
て
30
年
に
な
る

た
め
今
後
の
修
繕
費
の
負

担
が
大
き
く
、
統
合
庁
舎

の
新
築
は
合
併
特
例
債
を

利
⽤
す
る
こ
と
で
、
３
割

の
負
担
で
お
さ
ま
る
。

　
　
20
年
後
、
30
年
後
を
見

据
え
る
と
今
建
設
す
る
べ

き
だ
と
考
え
、賛
成
す
る
。

 
久
保
利
樹　
議
員

▽　
南
部
分
庁
舎
、
本
庁
舎

の
改
修
費
は
合
併
特
例
債

を
活
⽤
し
て
統
合
庁
舎
を

建
設
す
る
場
合
と
同
程
度

の
負
担
と
な
っ
て
く
る
。

　
　
合
併
特
例
債
は
あ
と
５

年
で
使
え
な
く
な
る
。

　
　
同
程
度
の
金
額
で
あ
る

の
に
庁
舎
建
設
に
は
反

対
、
庁
舎
改
築
に
は
賛
成

と
い
う
考
え
は
理
解
で
き

な
い
。

　
　
将
来
的
に
で
き
る
だ
け

負
担
の
少
な
い
方
法
で
進

め
る
べ
き
と
考
え
、
庁
舎

建
設
に
関
す
る
費
⽤
を
含

む
予
算
に
賛
成
す
る
。

 

松
本
啓
吾　
議
員

▽　
起
立
に
よ
る
採
決
の
結

果
、
賛
成
12
、
反
対
３
の

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　
　
特
別
会
計
予
算
17
件
に

つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

減
債
基
金
積
立
金
に
１
億

４
千
３
１
４
万
８
千
円
、

道
路
除
雪
費
に
２
千
９
８

５
万
８
千
円
な
ど
を
追
加
、

事
業
確
定
に
よ
り
、
住
宅

建
設
費
１
千
９
４
０
万
５

千
円
な
ど
を
減
額
。

　
　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

繰
上
償
還
に
よ
り
町
債
５

千
８
０
０
万
円
を
減
額
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
７
千
１
１

３
万
円
減
額
し
、
総
額
を

１
０
３
億
６
千
２
８
８
万

１
千
円
と
し
た
。

※　
こ
の
ほ
か
、
平
成
28
年

度
の
８
つ
の
特
別
会
計
で

事
業
確
定
に
よ
る
予
算
の

減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
野
場
集
会
所

【
管
理
者
】
野
場
町
内
会

■
桜
本
町
公
民
館

【
管
理
者
】
桜
本
町
町
内
会

※　
指
定
す
る
期
間
は
、
他

の
集
会
所
と
合
わ
せ
る
た

め
、
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
１
年
間
と
し
ま
し

た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

▽　

福
地
中
学
校
校
舎
の
大

規
模
改
修
を
行
う
た
め
の

工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

し
た
。

【
請
負
代
金
】
２
億
２
２
７

万
３
千
２
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】
株
式
会
社

松
本
工
務
店

予
算

指
定
管
理

↑
野
場
集
会
所

↑
桜
本
町
公
民
館

契 

約
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■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
山
田　

和
彦 
氏
（
斗　

賀
）

【
任
期
】
平
成
29
年
３
月
16

日
か
ら
平
成
33
年
３
月
15

日
ま
で
。

■
大
字
上
名
久
井
財
産
区
管

理
会
委
員
の
選
任

▽
委
員
４
人

　

四
戸 

榮
二 

氏
（
上
名
久
井
）

　

四
戸 

正
一 

氏
（
上
名
久
井
）

　

工
藤 　

力 

氏
（
上
名
久
井
）

　

佐
々
木 

貞
行
氏
（
上
名
久
井
）

■
大
字
平
財
産
区
管
理
会
委

員
の
選
任

▽
委
員
３
人

　

西
村 

光
男 

氏
（　

平　

）

　

野
田 

忠
雄 

氏
（　

平　

）

　

見
附　

 

栄 

氏
（　

平　

）

■
大
字
平
字
14
字
財
産
区
管

理
会
委
員
の
選
任

▽
委
員
５
人

　

佐
藤　

 

實 

氏
（　

平　

）

　

砂
庭 

周
平 

氏
（　

平　

）

　

村
井 

正
雄 

氏
（　

平　

）

　

松
井 

順
一 

氏
（　

平　

）

　

長
根 

喜
一 

氏
（　

平　

）

※　
財
産
区
管
理
会
委
員
の

任
期
は
い
ず
れ
も
平
成
29

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
33

年
３
月
31
日
ま
で
。

■
財
産
の
取
得

▽　

国
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
の

整
備
に
必
要
な
土
地
を
購

入
。

■
町
道
の
路
線
認
定

▽　

沖
田
面
玄
子
地
内
の
道

路
を
町
道
と
し
て
認
定
し

た
。
路
線
名
は
「
沖
中
８

号
線
」。

■
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
減
少
及
び
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更

▽　

八
戸
市
階
上
町
田
代
小

学
校
中
学
校
組
合
が
平
成

29
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

解
散
す
る
た
め
、
規
約
か

ら
削
除
し
た
。

■
八
戸
地
域
広
域
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
基
金
に
対
す
る

出
資
金
に
係
る
権
利
の
放

棄
■
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
規
約

の
変
更

▽　

連
携
中
枢
都
市
圏
へ
の

移
行
に
伴
い
、
八
戸
地
域

広
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

基
金
を
取
り
崩
す
た
め
、

規
約
か
ら
基
金
の
記
述
を

削
除
し
、
出
資
金
８
１
７

万
４
千
円
に
係
る
権
利
を

放
棄
し
た
。

　
　

取
り
崩
し
た
基
金
は
、

連
携
中
枢
都
市
圏
の
連
携

事
業
に
充
て
ら
れ
る
。

■
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更

▽　

青
森
県
、
八
戸
市
、
十

和
田
市
、
三
沢
市
、
六
戸

町
、
東
北
町
、
お
い
ら
せ

町
、
五
戸
町
、
南
部
町
で

構
成
す
る
事
業
団
に
お
い

て
、
構
成
団
体
ご
と
の
負

担
金
額
（
事
業
計
画
）
を

変
更
し
た
。

　
　

南
部
町
の
負
担
金
額
は

19
万
４
千
円
か
ら
18
万
８

千
円
に
変
更
さ
れ
た
。

※　
他
の
自
治
体
と
共
同
で

設
け
る
地
方
開
発
事
業
団

の
計
画
変
更
の
協
議
は
、

議
会
の
議
決
を
経
て
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　◉�主な議案（第73回定例会）

人
事

そ
の
他

　市町村の一部で財産又は公の施設の管理及び処分を
認められた特別地方公共団体（法人）のことです。
　明治の町村制施行の際に、地域住民が管理していた財
産を新制度（新しい境）の町村から守り、地域で管理し
ていくために設けられた制度です。
　町内には以下の財産区があり、山林などの財産管理や
地域振興活動を行っています。

・南部町大字上名久井財産区
・南部町大字平財産区
・南部町大字平字下平外 14 字財産区
・南部町大字下名久井字田端外 17 字財産区
・南部町大平財産区
・南部町名久井岳財産区

　連携中枢都市圏構想とは、地域で中心となる人口 20 万人以上の都市が

近隣の市町村と連携し、経済成長や生活関連サービスの向上などに取り

組み、人口減少や少子高齢化社会においても一定の圏域人口を有しなが

ら経済を維持していくことを目的とします。

　南部町が属するのは八戸圏域連携中枢都市圏であり、八戸市、三戸町、

五戸町、田子町、階上町、新郷村、おいらせ町の８市町村で構成され、

平成 29 年３月 22 日に調印式が行われました。

　主な活動としては、ドクターカーの運用、路線バスの運賃上限化（500

円バス）、ほっとスルメール、八戸市総合保健センター整備事業（休日夜

間急病診療所）などがあります。

財産区とは

連携中枢都市圏とは
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■
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形

成
に
係
る
連
携
協
約
の

締
結

 

【
問
】　

当
初
は
、
八
戸

圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

に
加
入
し
て
い
る
市
町

村
で
積
み
立
て
た
10
億

円
の
基
金
の
金
利
で
事

務
を
進
め
る
と
い
う
説

明
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。

　
　
し
か
し
、
途
中
で
基

金
を
取
り
崩
し
、
八
戸

市
に
施
設
を
建
て
た
と

な
る
と
、
事
務
費
に
充

て
る
は
ず
だ
っ
た
金
利

の
不
足
分
は
ど
の
よ
う

に
負
担
さ
れ
て
い
く
の

か
。

 

（
川
守
田
稔
議
員
）

 

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

10
億
円
の
基
金
は

「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

基
金
」
で
あ
り
、
構
成

す
る
８
市
町
村
で
９
億

円
、
県
が
１
億
円
を
拠

出
し
て
、
積
み
立
て
て

い
る
。

　
　

こ
の
基
金
か
ら
八
戸

広
域
消
防
本
部
の
建
設

と
隣
接
地
の
購
入
に
６

億
円
、
定
住
自
立
圏
の

事
業
に
充
て
る
た
め
に

１
億
５
千
万
円
を
取
り

崩
し
、
現
在
は
２
億
５

千
万
円
が
残
っ
て
い

る
。

　
　

こ
の
基
金
の
残
り
が

連
携
中
枢
都
市
圏
の
基

金
に
移
行
し
、
事
業
展

開
し
て
い
く
こ
と
と
な

る
。

 

【
町
長
答
弁
】　

基
金
の

積
み
立
て
は
、
自
治
体

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
負

担
率
が
あ
り
、
八
戸
市

が
一
番
高
い
。

　
　

基
金
の
取
り
崩
し
に

つ
い
て
は
、
本
来
は
基

金
と
は
別
に
各
自
治
体

か
ら
負
担
金
を
集
め
て

広
域
消
防
本
部
を
建
設

す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

が
、
中
核
市
に
移
行
す

る
前
に
基
金
を
取
り
崩

し
て
活
用
し
た
も
の
。

 

【
問
】　
八
戸
圏
域
連
携

中
枢
都
市
圏
に
移
行
し

て
「
ど
の
よ
う
に
事
業

が
進
ん
で
い
る
の
か
」

「
八
戸
市
の
た
め
だ
け

に
や
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
議
員
の
皆

さ
ん
の
不
安
が
大
き
い

よ
う
に
感
じ
る
。

　
　
基
金
も
事
業
も
機
を

と
ら
え
て
、
広
域
的
に

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
て
ほ

し
い
。

 

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
町
長
答
弁
】　

中
核
市

と
し
て
八
戸
市
が
指
定

を
受
け
て
い
る
た
め
、

連
携
中
枢
都
市
圏
に
お

け
る
事
業
の
中
心
は
八

戸
市
で
あ
る
。

　
　

八
戸
市
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
や
施
設
を
南

部
町
民
が
活
用
で
き
る

部
分
は
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
が
、
八
戸
市
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
部
分
は

大
き
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

今
後
、
八
戸
市
に
建

設
予
定
の
ス
ケ
ー
ト
場

だ
が
、
利
活
用
事
業
も

連
携
中
枢
都
市
圏
で
進

め
ら
れ
る
予
定
だ
が
、

当
町
に
は
「
ふ
く
ち
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
が
あ

る
た
め
、
具
体
的
に
事

業
が
進
む
時
に
は
意
見

を
出
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

 

【
問
】　

以
前
の
学
校
校

舎
の
大
規
模
改
修
工
事

で
は
、
発
注
後
に
２
回

の
変
更
契
約
を
し
、
追

加
発
注
工
事
を
し
た
経

緯
が
あ
る
。

　
　

委
託
設
計
の
段
階

で
、
し
っ
か
り
と
確
認

し
て
か
ら
発
注
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
ど

う
か
。

 

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
町
長
答
弁
】　

工
事
金

額
に
も
よ
る
が
、
追
加

発
注
の
ほ
う
が
、
完
成

後
に
再
度
、
入
札
を
し

て
発
注
す
る
よ
り
予
算

が
か
か
ら
な
い
場
合
が

あ
る
。

　
　

２
回
目
の
変
更
契
約

が
必
要
に
な
っ
た
と
説

明
を
受
け
た
と
き
に

は
、
よ
く
確
認
を
し
な

が
ら
実
施
す
る
よ
う
職

員
に
指
導
し
た
。

　
　

た
だ
し
、
直
す
べ
き

部
分
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
「
指
摘
さ
れ
る

の
で
無
理
を
し
て
追
加

発
注
を
し
な
い
」
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、

困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　

状
況
を
見
極
め
て
、

必
要
な
場
合
は
追
加
発

注
も
あ
り
え
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

■
平
成
28
年
度
介
護
老
人

保
健
施
設
特
別
会
計
補

正
予
算

 

【
問
】　

老
健
な
ん
ぶ
に

対
し
、
毎
年
、
一
般
会

計
か
ら
１
億
５
千
万
円

程
度
を
繰
り
出
し
て
い

る
が
、
建
設
し
た
時
の

借
入
残
高
は
平
成
29
年

度
末
で
は
１
億
３
千
５

０
０
万
円
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
　
隣
接
す
る
病
院
と
の

切
り
離
し
も
完
了
間
近

で
あ
り
、
民
営
化
の
協

議
を
進
め
て
い
く
時
期

で
は
な
い
か
。

 

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
町
長
答
弁
】　

現
在
、

３
つ
の
運
営
形
態
に
つ

い
て
、
検
討
を
し
て
い

る
。

　
　

①
常
勤
医
師
や
職
員

を
募
り
、
現
行
ど
お
り

に
運
営
す
る
。
②
常
勤

医
師
の
配
置
を
要
さ
な

い
29
床
以
下
で
運
営
す

る
。
③
民
間
に
移
譲
す

る
。

　
　

今
後
、
議
員
の
皆
さ

ん
に
も
提
起
し
な
が
ら

方
針
を
決
め
て
い
き
た

い
。

　◉�主な議案（第73回定例会）

なんぶ議会だより

◉
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑 

●
本
会
議
　
　
　
　

●
予
算
特
別
委
員
会
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■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
29
年
度
一
般
会
計
、

総
務
費
）

 

【
問
】　

統
合
庁
舎
建
設

事
業
の
計
画
測
量
設
計

の
内
訳
は
。

 

（
夏
堀
嘉
一
郎
議
員
）

 

【
総
務
課
長
答
弁
】　

庁

舎
基
本
計
画
に
７
０
０

万
円
、
地
形
測
量
に
３

０
０
万
円
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
29
年
度
一
般
会
計
、

農
林
水
産
業
費
）

 

【
問
】　

手
作
業
に
よ
る

人
工
授
粉
は
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
た
り
、
約
30

人
で
20
時
間
を
要
す
る

と
言
わ
れ
る
。

　
　
そ
の
作
業
を
１
時
間

で
完
了
で
き
る
「
フ

ル
ー
ツ
パ
ウ
ダ
ー
」
と

い
う
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

後
ろ
に
取
り
付
け
て
使

⽤
す
る
機
械
が
あ
り
、

時
間
短
縮
に
加
え
、
受

粉
に
適
切
な
時
期
や
気

温
を
逃
さ
ず
に
高
品
質

な
果
樹
の
収
穫
に
も
期

待
が
で
き
る
。

　
　
県
南
で
果
樹
の
栽
培

面
積
が
ト
ッ
プ
の
当
町

に
お
い
て
は
、
導
入
補

助
な
ど
の
施
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

 

（
工
藤
正
孝
議
員
）

 
【
農
林
課
長
答
弁
】　

大

変
効
率
の
良
い
機
械
だ

と
認
識
し
て
お
り
、
今

年
度
の
予
算
に
県
営
の

補
助
事
業
と
し
て
計
上

で
き
な
い
か
を
県
と
協

議
し
た
。

　
　

県
で
は
平
成
29
年
度

も
引
き
続
き
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
た

め
、
今
後
も
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

 

【
問
】　

達
者
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
、
生
産

も
本
格
的
に
始
ま
っ
て

い
る
が
、
作
付
面
積
や

生
産
者
数
、
価
格
帯
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

願
う
。

 

（
滝
田
勉
議
員
）

 

【
農
林
課
長
答
弁
】　

作

付
面
積
と
生
産
者
数
だ

が
、
平
成
28
年
度
は
30

ア
ー
ル
で
、
３
名
の
方

が
作
付
け
を
し
て
い

る
。

　
　

平
成
29
年
度
に
お
い

て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
す

る
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
行
う

予
定
で
、
生
産
し
て
い

た
だ
い
た
コ
メ
は
、
Ｐ

Ｒ
の
た
め
に
町
が
全
量

を
買
い
取
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

 

【
問
】　

当
初
は
３
年
間

と
の
説
明
で
あ
っ
た
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
森
な

ん
ぶ
の
達
者
村
」
に
対

す
る
補
助
金
が
、
４
年

目
と
な
る
平
成
29
年
度

の
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　
　
町
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
指

導
を
行
い
、
補
助
金
を

交
付
す
る
団
体
と
し
て

ど
の
よ
う
な
成
果
を
求

め
る
の
か
。

　
　
民
間
の
団
体
だ
と
し

て
も
、
町
が
も
っ
と
親

身
に
な
っ
て
指
導
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

 
（
山
田
賢
司
議
員
）

 

【
商
工
観
光
交
流
課
長
答

弁
】　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青

森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
」

に
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

や
南
部
太
ネ
ギ
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
、
積
極
的
に
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
　

補
助
金
の
交
付
に
関

し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対

し
「
平
成
29
年
度
が
最

後
で
あ
る
」
と
説
明
し

て
い
る
が
、
次
年
度
以

降
も
検
討
が
必
要
で
、

結
論
に
つ
い
て
は
お
答

え
で
き
な
い
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

 

【
問
】　

特
産
果
樹
の
産

地
育
成
等
確
立
事
業
の

予
算
だ
が
、
前
年
度
が

６
２
４
万
円
で
あ
っ
た

も
の
が
平
成
29
年
度
は

１
千
７
０
０
万
円
ま
で

ふ
く
ら
ん
で
い
る
が
、

具
体
的
な
中
身
を
説
明

願
う
。

 

（
八
木
田
憲
司
議
員
）

 

【
農
林
課
長
答
弁
】　

特

産
果
樹
の
産
地
確
立
事

業
だ
が
、
毎
年
７
月
頃

に
農
家
か
ら
次
年
度
に

お
け
る
事
業
実
施
の
希

望
を
調
査
す
る
県
の
事

業
で
あ
り
、
平
成
29
年

度
に
関
し
て
は
、
農
家

の
希
望
が
多
か
っ
た
。

　
　

内
訳
だ
が
、
レ
ク

ラ
ー
ク
の
樹
棚
が
６

棟
、
総
事
業
費
は
１
千

94
万
円
。
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
が
11

棟
、
総
事
業
費
は
２
千

４
１
２
万
円
。

　
　

総
事
業
費
の
う
ち
、

県
が
３
分
の
１
、
町
が

６
分
の
１
の
合
計
２
分

の
１
を
補
助
し
、
残
り

は
農
家
の
負
担
と
な

る
。

　
　

事
業
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
県
に
申
請
を
行

う
た
め
、
全
て
が
県
の

採
択
を
受
け
る
確
約
は

な
い
が
、
町
と
し
て
は

満
額
を
予
算
計
上
し
て

い
る
。

　◉�主な議案（第73回定例会）

フルーツパウダー（大向地区リンゴ農園）

達者米の試作パッケージ
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↙
農
林
水
産
業
費
つ
づ
き

 

【
問
】　

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

補
助
の
希
望
が
少
な
い

場
合
、
防
風
網
の
網

（
ネ
ッ
ト
）
に
対
す
る

補
助
を
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
ど
う

な
っ
た
の
か
。

 

（
馬
場
又
彦
議
員
）

 

【
農
林
課
長
答
弁
】　

防

風
網
の
網
（
ネ
ッ
ト
）

は
消
耗
品
で
あ
る
た

め
、
県
を
含
め
て
今
後

も
引
き
続
き
協
議
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
29
年
度
一
般
会
計
、

土
木
費
）

 

【
問
】　

若
者
向
け
の
住

宅
地
の
造
成
事
業
だ

が
、
区
画
を
整
備
し
、

ど
の
く
ら
い
の
価
格
で

販
売
す
る
の
か
。

 

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
建
設
課
長
答
弁
】　

現

在
計
画
し
て
い
る
の
は

70
坪
、
90
坪
、
１
１
０

坪
と
い
う
大
き
さ
で
合

計
44
区
画
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　

平
成
30
年
度
に
は
造

成
工
事
を
終
え
、
平
成

31
年
度
に
は
販
売
し
た

い
。

　
　

販
売
価
格
は
一
般
的

な
価
格
の
半
額
程
度
を

考
え
て
い
る
。

 

【
問
】　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
の
１
件
あ
た

り
の
上
限
を
引
き
上
げ

て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。

 

（
工
藤
正
孝
議
員
）

 

【
建
設
課
長
答
弁
】　

商

工
会
の
建
築
業
組
合
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
■
予
算
特
別
委
員
会
（
平

成
29
年
度
一
般
会
計
、

公
債
費
及
び
予
備
費
）

 

【
問
】　

町
の
借
金
に
つ

い
て
、
繰
り
上
げ
償
還

を
し
て
着
実
に
減
ら
し

て
い
る
と
い
う
説
明
を

受
け
て
い
る
。

　
　
よ
く
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
等
で
国
の
借
金
が
国

民
一
人
あ
た
り
８
３
０

万
円
と
か
、
県
で
は
県

民
一
人
当
た
り
約
１
０

０
万
円
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
が
、
町
の
借
金
は

町
民
一
人
当
た
り
ど
の

く
ら
い
の
金
額
に
な
る

の
か
。

 

（
夏
堀
嘉
一
郎
議
員
）

 

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

平
成
28
年
度
末
に
関

し
て
、
今
こ
の
場
で
計

算
し
た
数
字
で
あ
る
こ

と
を
ご
了
承
い
た
だ
き

た
い
が
、
約
70
万
円
で

あ
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別

会
計
）

 

【
問
】　

給
食
に
使
⽤
す

る
食
材
の
中
で
、
南
部

町
産
、
地
場
産
品
は
ど

の
程
度
の
割
合
を
占
め

て
い
る
の
か
。

 

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
学
務
課
長
答
弁
】　

地

場
産
品
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
業
者
の
皆
様
に

ご
協
力
を
た
だ
き
、
ま

ず
は
青
森
県
産
を
多
く

取
り
入
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　
　

町
内
の
食
材
の
割
合

は
コ
メ
を
含
め
て
約

20
％
と
一
定
の
量
が
必

要
と
な
る
た
め
に
限
ら

れ
る
部
分
も
あ
る
が
、

　

町
の
特
徴
あ
る
食
材
を

使
用
す
る
な
ど
、
努
力

し
て
い
き
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
病

院
事
業
会
計
）

 

【
問
】　

医
療
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
ス
タ
ッ
フ

の
接
遇
や
言
葉
使
い
が

悪
い
と
い
う
町
民
の
声

を
聞
く
が
、
ど
の
よ
う

に
指
導
を
し
て
い
る
の

か
。

 
（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長

答
弁
】　

最
近
は
投
書

が
少
な
い
が
、
数
日
前

に
院
内
の
４
カ
所
に
設

置
し
て
い
る
意
見
箱
に

１
通
寄
せ
ら
れ
た
意
見

は
接
遇
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に

関
し
て
は
、
受
付
や
会

計
な
ど
、
指
摘
を
受
け

た
部
門
の
責
任
者
に
対

し
て
改
善
す
る
よ
う
指

導
し
、
部
門
内
で
は
該

当
す
る
職
員
に
対
す
る

面
談
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
　

ま
た
、
毎
月
１
回
、

院
内
に
お
い
て
接
遇
改

善
委
員
会
を
開
催
し
、

院
内
で
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
共
有
し
、
意
見
に

対
す
る
回
答
も
委
員
会

で
決
定
し
て
い
る
。

　
　

接
遇
の
改
善
を
図
っ

て
い
る
が
、
ま
だ
不
十

分
で
あ
る
と
思
う
た

め
、
研
修
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
改
善
に
努
め

て
い
き
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
公

共
下
水
道
特
別
会
計
）

 

【
問
】　

あ
か
ね
団
地
排

水
処
理
場
の
老
朽
化
に

よ
る
更
新
の
事
業
計
画

を
実
施
す
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
中
身
を

説
明
願
う
。

 

（
八
木
田
憲
司
議
員
）

 

【
建
設
課
長
答
弁
】　

供

用
開
始
か
ら
45
年
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
早

急
に
対
応
を
す
る
必
要

が
あ
り
、
平
成
29
年
度

に
計
画
を
立
て
て
、
平

成
30
年
度
に
改
修
工
事

を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
町

営
地
方
卸
売
市
場
特
別

会
計
）

 

【
問
】　

財
政
調
整
基
金

積
立
金
４
千
３
０
０
万

円
は
、
売
り
上
げ
が
好

調
で
あ
っ
た
こ
と
が
要

因
だ
と
思
う
が
、
積
み

立
て
る
と
基
金
の
総
額

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

 

（
馬
場
又
彦
議
員
）

 

【
市
場
長
答
弁
】　

４
千

３
０
０
万
円
を
積
み
立

て
る
と
、
約
２
億
５
千

万
円
と
な
る
。

　◉�議案に対する主な質疑（予算特別委員会）

なんぶ議会だより
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質　
問　
町
消
防
団
の
報

酬
、
出
動
手
当
、
公
務
災

害
補
償
等
の
待
遇
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
答
弁　

団
員
の
報
酬

額
は
三
戸
郡
内
の
町
村
で

統
一
し
て
お
り
、
火
災
な

ど
の
出
動
手
当
は
１
回
に

つ
き
１
千
５
０
０
円
で
あ

る
が
、
捜
索
な
ど
１
日
５

時
間
以
上
の
活
動
の
場
合

は
町
独
自
に
１
回
３
千
円

に
引
き
上
げ
て
い
る
。

　

公
務
上
の
負
傷
や
疾
病

に
加
え
、
退
職
時
の
報
奨

金
が
補
償
さ
れ
る
公
務
災

害
補
償
制
度
に
は
全
団
員

が
加
入
し
て
い
る
。

　

屯
所
や
車
両
の
整
備
・

改
善
を
含
め
、
今
後
も
引

き
続
き
地
域
防
災
力
の
強

化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質　
問　
町
が
交
流
人
口

の
増
加
を
目
的
に
取
り
組

む「
達
者
村
」に
は
、個
々

の
活
動
で
は
成
果
を
上
げ

て
い
る
町
内
の
組
織
が
携

わ
っ
て
い
る
が
、
個
々
の

活
動
を
結
び
付
け
て
総
合

的
に
取
り
組
む
た
め
の
拠

点
施
設
が
不
足
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
国
の
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
を
活
⽤
し
な
が

ら
拠
点
施
設
の
整
備
が
必

要
だ
と
考
え
、
次
の
こ
と

を
質
問
す
る
。

質　
問　
児
童
・
生
徒
が

学
校
内
で
安
全
に
勉
学
に

励
む
た
め
に
は
、
学
校
は

常
に
安
全
・
安
心
な
場
所

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

　
町
内
の
小
・
中
学
校
に

は
、
監
視
・
防
犯
カ
メ
ラ

な
ど
の
設
備
が
整
備
さ
れ

て
い
る
の
か
質
問
す
る
。

教
育
長
職
務
代
理
者
答
弁

　

町
内
の
小
学
校
８
校
、

中
学
校
４
校
の
う
ち
、
防

犯
カ
メ
ラ
等
を
設
置
し
て

い
る
の
は
４
校
で
あ
る
が
、

①
交
流
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
拠
点
施
設
を
整
備
す
る

考
え
は
な
い
か
。

②
チ
ェ
リ
ウ
ス
を
改
築
整

備
し
、
拠
点
施
設
と
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

①
地
方
創
生

拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用

す
る
た
め
に
は
、
地
方
版

総
合
戦
略
に
整
備
計
画
を

盛
り
込
む
こ
と
が
条
件
と

な
る
が
、
産
業
・
行
政
・

教
育
・
金
融
な
ど
各
分
野

か
ら
の
助
言
を
受
け
て
昨

年
３
月
に
策
定
し
た
「
南

部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
は
、

施
設
整
備
に
関
す
る
も
の

は
盛
り
込
ん
で
い
な
い
。

９
校
で
は
玄
関
付
近
に
事

務
室
等
が
あ
り
、
常
に
来

校
者
を
確
認
で
き
る
状
態

で
あ
り
、
玄
関
付
近
に
事

務
室
等
が
な
い
３
校
で
は

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
等
を
設
置

し
て
い
る
。

　

カ
メ
ラ
以
外
に
は
、
校

内
の
各
所
に
サ
ス
マ
タ
を

配
備
し
て
不
審
者
の
侵
入

時
に
備
え
、
三
戸
警
察
署

か
ら
児
童
・
生
徒
と
教
職

員
を
対
象
と
し
た
不
審
者

対
策
の
指
導
を
受
け
て
い

る
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
学
校
に

お
い
て
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
、
教
職
員

に
よ
る
校
内
巡
回
を
１
日

２
回
以
上
行
う
ほ
か
、
原

則
と
し
て
登
下
校
時
以
外

の
施
錠
に
心
掛
け
、
来
校

者
に
は
名
簿
へ
の
記
入
を

求
め
、
職
員
に
よ
る
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
児
童
・
生
徒
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
保

護
者
や
地
域
住
民
と
連
携

し
て
、
学
校
の
防
犯
対
策

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

し
か
し
、
一
部
の
町
民

か
ら
も
議
員
の
質
問
と
同

様
に
「
拠
点
施
設
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
の
ご
意

見
を
頂
戴
し
て
お
り
、
今

後
更
に
多
く
の
ご
意
見
が

あ
れ
ば
、
議
論
を
重
ね
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

②
チ
ェ
リ
ウ
ス
の
み
な
ら

ず
、
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
や
農

産
物
直
売
施
設
な
ど
、
町

内
に
は
観
光
関
連
施
設
が

多
数
あ
る
が
、
老
朽
化
に

よ
る
改
修
な
ど
の
議
論
を

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

観
光
拠
点
施
設
と
し
て

の
機
能
整
備
や
今
あ
る
施

設
の
集
約
・
統
廃
合
に
つ

い
て
は
、
新
し
い
「
南
部

町
総
合
振
興
計
画
」
を
策

定
す
る
過
程
で
議
論
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　◉�一般質問

一
　
般
　
質
　
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

中舘　文雄�議員

西野　耕太郎�議員

総
合
的
な

観
光
拠
点

施
設
の
整
備
を

小
・
中
学

校
の
防
犯

強
化
を

消
防
団
員

の
待
遇
は

問

問

問

町
の
総
合

振
興
計
画

策
定
の
過
程
で

議
論
し
た
い

保
護
者
や

地
域
と
連

携
し
て
防
犯
に

取
り
組
み
た
い

引
き
続
き

地
域
防
災

力
の
強
化
に
努

め
た
い

答

答

答
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後
か
ら
累
計
し
て
借
用
希

望
者
が
22
人
、
貸
し
出
し

希
望
者
が
８
人
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
借
用
希
望
者

が
15
人
、
貸
し
出
し
希
望

者
は
昨
年
10
月
か
ら
ゼ
ロ

の
状
態
で
あ
る
。

④
実
態
調
査
の
結
果
を
も

と
に
、
空
き
家
の
所
有
者

に
対
し
て
適
切
な
管
理
の

促
進
や
町
の
助
成
を
含
め

た
利
活
用
情
報
な
ど
を
周

知
し
た
い
。

　

ま
た
、
危
険
な
空
き
家

の
所
有
者
に
は
、
国
の
特

別
措
置
法
や
指
針
に
基
づ

い
て
適
正
な
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
助
言
や

指
導
を
行
い
た
い
。

質　
問　
国
土
交
通
省
で

は
、
地
籍
調
査
の
問
題
点

や
必
要
性
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

地
籍
調
査
に
よ
っ
て

「
課
税
の
適
正
化
と
公
平

化
」「
土
地
境
界
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
」

「
各
種
公
共
事
業
の
効
率

化
」「
コ
ス
ト
縮
減
」「
災

害
復
旧
の
迅
速
化
」
が
図

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
地
籍
調
査
は
土

地
を
め
ぐ
る
行
政
活
動
・

経
済
活
動
す
べ
て
の
基
礎

デ
ー
タ
を
築
く
も
の
で
あ

り
、
全
国
の
す
べ
て
の
地

域
で
完
了
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

質　
問　
町
は
、
国
土
交

通
省
の
補
助
を
受
け
て
、

町
内
全
域
を
対
象
と
し
た

初
の
空
き
家
調
査
を
実
施

し
た
が
、
次
の
こ
と
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

①
町
内
の
空
き
家
は
何
棟

だ
っ
た
の
か
。

②
空
き
家
の
う
ち
で
倒
壊

な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
建

物
は
何
棟
だ
っ
た
か
。

③
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の

登
録
や
利
⽤
の
状
況
。

④
危
険
性
の
あ
る
建
物
の

所
有
者
に
対
す
る
指
導
や

再
生
可
能
な
空
き
家
の

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
登
録

の
推
進
に
関
し
て
、
町
は

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　
地
籍
再
調
査
へ
の
着
手

が
遅
れ
た
場
合
、
土
地
境

界
の
調
査
に
必
要
な
「
人

証
」
や
「
物
証
」
が
失
わ

れ
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
再
調
査
が
困
難
に
な
り
、

後
世
へ
問
題
が
先
送
り
さ

れ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、現
在
、

福
地
地
区
で
行
っ
て
い
る

地
籍
の
再
調
査
を
名
川
地

区
、
南
部
地
区
で
も
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
質
問

す
る
。

町
長
答
弁　

地
籍
調
査
の

目
的
及
び
必
要
性
は
夏
堀

議
員
が
申
し
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
。

　

福
地
地
区
に
お
い
て
現

地
の
境
界
と
地
籍
図
面
が

合
致
せ
ず
、
課
税
、
土
地

取
引
、
境
界
、
公
共
事
業

に
関
す
る
障
害
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年

度
に
地
籍
調
査
事
業
を
開

町
長
答
弁　

国
の
交
付
金

を
活
用
し
、
平
成
28
年
７

月
か
ら
町
全
域
を
対
象
に

し
た
空
き
家
の
実
態
調
査

を
専
門
業
者
に
委
託
し
て

い
る
が
、
完
了
が
平
成
29

年
３
月
末
で
あ
る
た
め
、

調
査
途
中
の
数
値
を
引
用

し
た
答
弁
と
な
る
。

　

調
査
の
目
的
は
、
空
き

家
の
棟
数
や
再
利
用
の
可

能
性
、
危
険
性
な
ど
の
状

況
把
握
と
分
類
に
よ
っ
て
、

今
後
の
対
策
に
必
要
な
基

礎
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
。

①
町
の
住
宅
家
屋
１
万
１

千
８
８
２
棟
の
う
ち
、
空

き
家
と
判
断
さ
れ
て
い
る

の
は
８
０
２
棟
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。

②
基
礎
や
柱
等
の
腐
朽
に

よ
り
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
も
の
は
12
棟
あ
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

③
平
成
18
年
度
の
開
設
直

始
し
、
平
成
32
年
度
の
事

業
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　

福
地
地
区
で
は
昭
和
38

年
度
か
ら
７
年
間
で
地
籍

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
当
時
の
測
量
方
法
は

平
板
測
量
が
主
流
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
大
き
な
誤
差

が
発
生
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

名
川
地
区
、
南
部
地
区

に
お
い
て
も
現
地
と
地
籍

図
面
と
が
合
致
し
な
い
事

案
が
数
例
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
原
因
究
明
と

実
態
把
握
の
た
め
の
調
査

費
を
平
成
29
年
度
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

そ
の
調
査
結
果
に
基
づ

い
て
検
討
を
し
た
う
え
で
、

福
地
地
区
と
同
様
に
名
川

地
区
、
南
部
地
区
に
お
い

て
も
再
調
査
を
行
う
べ
き

か
ど
う
か
の
最
終
判
断
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　◉�一般質問

なんぶ議会だより

夏堀　嘉一郎�議員

松本　啓吾�議員

福
地
地
区

に
引
き
続

き
、
町
内
全
域

で
地
籍
の
再
調

査
を

空
き
家
の

調
査
結
果

と
今
後
の
取
り

組
み
は

問

問

調
査
費
を

平
成
29
年

度
の
当
初
予
算

に
計
上
し
て
い

る

町
補
助
の

活
用
を
含

め
た
管
理
に
関

す
る
情
報
を
周

知
し
た
い

答

答

　「空き家バンク」に登録した空き家は、
住宅リフォーム促進事業の対象となり、
30 万円（税抜）以上の工事に対し、工
事費の 12.5％、上限 25 万円までを町
が補助します。詳しくは、建設課まで。

町の住宅リフォーム促進事業
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ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質　

問　

現
在
町
で
は
、

　
小
・
中
学
生
の
減
少
に

よ
り
運
動
部
の
休
部
や
廃

部
が
相
次
い
で
い
る
。

　
文
部
科
学
省
は
地
域
に

密
着
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
実
現
を
掲
げ
て

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
、当
町
で
も「
な
な
っ

ち
」
が
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

支
援
し
て
い
る
。

　
年
齢
、
体
力
等
に
応
じ

て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
は
、
健
康
増
進
や
地
域

活
性
化
に
貢
献
し
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
行
政
と
の
関
わ
り
方
次

第
で
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

質　
問　
国
の
食
品
衛
生

管
理
の
国
際
化
に
関
す
る

検
討
会
の
「
最
終
と
り
ま

と
め
」
が
平
成
28
年
に
示

さ
れ
、
い
よ
い
よ
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
義
務
化
が
現
実
的

に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　
「
最
終
と
り
ま
と
め
」

で
は
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン

を
構
造
す
る
食
品
の
製

造
、
加
工
、
調
理
、
販
売

を
行
う
全
て
の
食
品
事
業

者
が
対
象
と
さ
れ
、
小
規

模
事
業
者
や
一
定
の
業
種

等
に
は
弾
力
的
な
取
り
扱

い
を
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
町
内
を
見
る
と
、
認
証

の
取
得
・
維
持
の
ハ
ー
ド

が
発
展
し
て
い
く
と
考
え

る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

教
育
長
職
務
代
理
者
答
弁

　

近
年
、
小
学
校
で
は
学

校
単
位
で
は
な
く
、
広
域

的
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
学
校
体
育

連
盟
の
大
会
が
学
校
単
位

と
さ
れ
て
い
る
中
学
校
で

は
、
運
動
部
が
減
少
し
て

い
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
な
が
ら
、
体
力
の

基
礎
を
培
う
重
要
な
活
動

が
で
き
な
く
な
る
の
で
は

と
懸
念
し
て
い
る
。

　

国
は
、
住
民
が
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
育
て
、
地
域
に

根
付
か
せ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
、
行
政
主
導
か

ら
住
民
主
体
の
シ
ス
テ
ム

へ
転
換
す
る
軸
と
な
る
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
育
成
の
た
め
に
、
宝

ル
が
高
い
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
が
、
役
場
が
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
Ｇ

Ｉ
な
ど
の
取
得
や
維
持
の

手
助
け
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
と
し
て

も
、
食
の
安
全
・
安
心
の

確
保
、
地
域
農
業
の
振
興

の
た
め
に
品
質
を
守
り
、

社
会
的
評
価
を
高
め
、
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
認

証
の
取
得
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
町
の
事
業
者

や
農
業
者
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
情
報
収
集
に
励

み
、
よ
り
よ
い
方
向
で
取

り
組
み
た
い
。

　

制
度
化
さ
れ
る
時
期
は

未
定
で
あ
る
が
、
今
後
も

法
律
や
県
条
例
の
改
正
な

ど
の
動
向
を
注
視
し
、
県

や
商
工
会
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
町

の
事
業
者
や
農
業
者
の
サ

く
じ
「
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
」
な
ど

の
助
成
事
業
に
よ
る
環
境

整
備
を
進
め
て
き
た
。

　

当
町
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
な
な
っ

ち
」
は
平
成
25
年
に
設
立

さ
れ
、
現
在
は
役
員
17
人
、

指
導
者
14
人
、
会
員
１
６

０
人
で
10
種
類
の
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
、
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
事

務
所
と
な
る
町
施
設
の
使

用
料
を
受
付
業
務
な
ど
の

労
務
で
相
殺
す
る
ほ
か
、

体
育
施
設
使
用
料
を
減
免

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
き
た
。

　

今
後
は
、
総
合
型
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
町
や
町
体

育
協
会
な
ど
と
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
事
業
の
受

託
や
行
事
の
開
催
な
ど
更

に
活
動
範
囲
を
広
げ
ら
れ

る
組
織
づ
く
り
を
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
軸
と
し
た
地
域

活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
く

よ
う
期
待
し
て
い
る
。

　◉�一般質問

久保　利樹�議員

川守田　稔�議員

町
と
総
合

型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
を

義
務
化
が

検
討
さ
れ

て
い
る
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
等
の
取
得

に
手
助
け
を

問

問

住
民
主
導

に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の

軸
と
な
る
よ
う

期
待
し
て
い
る

町
内
の
事

業
者
と
共

に
取
り
組
み
た

い

答

答

用　語　解　説
ＨＡＣＣＰ（ハサップ） ＧＡＰ（ギャップ） ＧＩ（ジーアイ）

　食品の製造・加工工程のあらゆ
る段階で発生する汚染等の危害を
分析し、対策を定め、製品の安全
を確保する衛生管理の手法のこと。
Hazard Analysis and
Critical Control Point

　点検項目に沿って、各工程の正
確な実施、記録、点検及び評価を
行い、持続的な改善を行う農業生
産の手法のこと。
Good Agricultural
Practice

　気候や風土、土壌など生産地の
特性によって高い品質と評価を獲
得した産品の名称（地理的表示：
ＧＩ）を知的財産として保護する
制度のこと。
Geographical Indication
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子
ど
も
が
保
育
所
に
入
所

し
て
い
る
も
の
で
は
な
い

た
め
に
、
不
公
平
が
生
じ

る
こ
と
と
な
る
。

　

町
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
な
か
で
「
保
育
所
の
給

食
費
無
償
」、「
保
育
料
の

減
免
」、「
小
学
校
・
中
学

校
の
給
食
費
無
償
」
な
ど

様
々
な
議
論
を
重
ね
た
。

　

そ
の
結
果
、
町
内
全
て

の
子
ど
も
が
対
象
と
な
り
、

公
平
で
あ
る
「
小
学
生
・

中
学
生
の
給
食
費
無
料
化
」

に
踏
み
切
っ
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
就
学
前

ま
で
の
給
食
費
無
料
化
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
か
ら

直
接
希
望
を
伺
っ
て
お
ら

ず
、
今
す
ぐ
に
対
応
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
こ

と
を
ご
理
解
願
う
。

質　

問　

就
学
前
の
乳

児
・
幼
児
に
対
す
る
町
の

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
平
成
28
年
度
に
お
け
る

ゼ
ロ
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の

人
数
、
保
育
所
・
幼
稚
園

へ
の
入
所
状
況
。

②
第
１
希
望
の
保
育
所
・

幼
稚
園
に
入
所
で
き
ず
、

他
の
施
設
に
入
所
し
た
児

童
の
年
齢
と
人
数
。

③
一
般
的
に
体
温
が
37
・

５
度
以
上
の
場
合
に
は
保

育
所
・
幼
稚
園
に
預
け
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、「
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
」

が
必
要
で
は
な
い
か
。

④
民
営
化
に
よ
っ
て
未
就

学
児
に
対
す
る
町
の
助
成

専
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
保

育
室
や
療
養
・
隔
離
の
機

能
を
持
つ
観
察
室
、
安
静

室
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

医
療
機
関
と
の
連
携
も
必

要
と
な
る
。

　

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、

親
が
安
心
し
て
仕
事
を
す

る
た
め
に
必
要
な
施
設
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

利
用
者
数
の
見
込
み
が
不

明
確
で
あ
る
な
か
で
、
看

護
師
・
保
育
士
等
の
配
置

や
施
設
整
備
も
必
要
と
な

る
た
め
、
実
施
に
つ
い
て

は
財
政
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
総
合
的
に
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

個
人
的
に
は
、
病
気
に

な
っ
た
時
に
保
護
者
と
一

緒
に
い
る
こ
と
が
、
子
ど

も
に
と
っ
て
一
番
安
心
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

④
平
成
23
年
度
か
ら
児
童

館
に
お
け
る
保
護
者
の
団

体
で
あ
る
母
親
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
つ
い
て
助
成
し
て

き
た
が
、
平
成
28
年
度
か

ら
は
対
象
と
な
る
児
童
館

の
休
館
等
に
よ
り
助
成
を

し
て
い
な
い
。

等
が
な
く
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

⑤
小
・
中
学
校
の
給
食
費

無
料
化
を
就
学
前
児
童
に

も
実
施
し
て
い
く
考
え
は

な
い
か
。

町
長
答
弁
　
①
平
成
29
年

２
月
１
日
現
在
、
町
内
の

ゼ
ロ
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の

人
数
は
７
０
３
人
で
、
保

育
所
等
へ
の
入
所
の
状
況

は
下
の
表
の
と
お
り
。

②
年
度
当
初
の
申
し
込
み

で
は
全
て
希
望
ど
お
り
に

入
所
で
き
た
が
、
年
度
途

中
の
申
し
込
み
に
お
い
て
、

町
内
の
保
育
所
で
は
ゼ
ロ

歳
児
が
４
人
、
町
外
の
保

育
所
等
で
は
ゼ
ロ
歳
児
が

２
人
、
１
歳
児
が
１
人
、

２
歳
児
が
１
人
が
希
望
ど

お
り
入
所
で
き
な
か
っ
た
。

　

幼
稚
園
に
関
し
て
は
全

　

助
成
等
に
つ
い
て
は
民

営
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
状
況

で
あ
り
、
民
営
化
に
よ
っ

て
町
の
支
援
が
な
く
な
っ

た
も
の
で
は
な
い
。

⑤
食
事
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
町
内
３
カ
所
の
保
育

所
が
そ
れ
ぞ
れ
調
理
師
を

配
置
し
て
園
内
で
調
理
し

て
い
る
。

　

な
お
、
給
食
に
関
す
る

経
費
は
、
市
町
村
民
税
負

担
額
ご
と
に
決
め
ら
れ
る

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

給
食
費
と
し
て
は
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
。

　

保
育
所
に
お
け
る
給
食

の
役
割
は
重
要
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
町
内
の
ゼ
ロ

歳
か
ら
６
歳
ま
で
全
て
の

て
希
望
ど
お
り
に
入
所
し

て
い
る
。

③
病
児
・
病
後
児
の
定
義

は
下
の
表
の
と
お
り
。

　

県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ

る
と
、
病
児
・
病
後
児
保

育
と
は
「
病
院
・
保
育
所

等
に
付
設
さ
れ
た
専
用
ス

ペ
ー
ス
等
に
お
い
て
看
護

師
等
が
一
時
的
に
保
育
す

る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

病
児
・
病
後
児
ど
ち
ら

の
保
育
に
つ
い
て
も
、
看

護
師
と
保
育
士
の
配
置
と

　◉�一般質問

八木田　憲司�議員

就
学
前
乳

児
・
幼
児

に
対
す
る
子
育

て
支
援
強
化
を

問

全
て
の
子

ど
も
が
保

育
所
等
に
通
う

も
の
で
は
な
い

た
め
、
公
平
性

も
考
慮
し
た
い

答

・病児とは
　症状の急変は認められない
が、病気の回復期に至ってい
ないために集団保育が困難
で、さらに保護者の勤務等の
都合で家庭保育が困難な児童
とされています。

・病後児とは
　病気の回復期であるが集団
保育が困難で、さらに保護者
の勤務等の都合で家庭保育が
困難な児童とされています。

用　語　解　説

町の未就学児の幼稚園・保育所等入所状況
施設等種別 合計人数 うち町内 うち町外

保育所 325 人 316 人 9 人
保育の認定こども園 55 人 － 55 人
幼稚園 85 人 76 人 9 人
教育の認定こども園 5 人 － 5 人
児童館 13 人 13 人 －

なんぶ議会だより
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　◉�常任委員会報告

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

平成 29年度の調査計画

調 査

調 査

結 果

結 果

・ジュノハート（苗木）の購入状況
・町営卸売市場におけるニンニクの流通状況

健康戦略事業の取り組み結果と課題

　平成 29 年２月 17 日に担当者からの説明を受けて、次のとおり調査結果をまとめ、議
会に報告しました。

　平成 29 年２月 15 日に担当者からの説明を受け、次のとおり調査結果をまとめました。

◆ジュノハート（苗木）の購入状況
①　町単独の苗木購入補助によってさらに購入本数

が増えることが望ましい。
　品質向上のための指導も同時に進めてほしい。
②　サクランボに関する「振興会」・「研究会」と２団体が核となって活動しているが、一緒に取り組むこ

とが望ましい。
◆町営卸売市場におけるニンニクの流通状況

①　病害虫による生産物や土壌への被害が広がりつつあるため、健全な種子の確保や生産情報を提供しな
がら、ブランド化を目指して「量より質」で取り組まれたい。

②　品評会の開催や学校でのバケツ・ペットボトル栽培など、ＰＲ活動も検討されたい。

①　町内会ごとに健診の受診率や通院状況などが
データ化されているなど、健康宣言により、以前
よりきめ細かで計画的な健康指導がなされている
ように感じる。引き続き、積極的に取り組まれた
い。

②　小・中学生の多くに糖質異常などが見られることは、町の将来にとって重大な課題であるため、現在
の中学生と小学校高学年に対する健康指導を拡大し、小学校低学年からの指導も検討されたい。

③　死因や病状に関するデータ化がなされているため、特定の病状に特化した健康指導などについて検討
し、健康保険や介護保険の支出増大を防ぐ取り組みをされたい。

総務企画常任委員会 産業建設常任委員会 教育民生常任委員会
委 員 長：川守田 稔
副委員長：山田 賢司
委　  員：工藤 幸子、滝田 勉
　　　　　夏堀 嘉一郎
１）多目的バス・なんぶ里バス運行事

業

委 員 長：工藤 正孝
副委員長：根市 勲
委　  員：夏堀 文孝、西野 耕太郎
　　　　　坂本 典男
１）道路整備要望箇所の現地調査
２）道路整備計画（道路関連要望の適

正管理）
３）町営卸売市場の農産物出荷状況

委 員 長：沼畑 俊一
副委員長：中舘 文雄
委　  員：馬場 又彦、八木田 憲司
　　　　　久保 利樹　松本 啓吾
１）学校における各種事業の現地調査
２）町社会福祉協議会への委託事業内

容
３）民営化後の保育園及び幼稚園の現

地調査
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■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
▽
高
橋 

力
也 

氏
（
八
戸
市
）

【
任
期
】
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
。

※
前
任
者
の
残
任
期
間
で
の

任
命
と
な
り
ま
す
。

　
第
72
回
臨
時
会
に
は
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
、

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
同
意
、
承
認
し

ま
し
た
。

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額

の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億

３
千
３
８
１
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
０
４

億
３
千
４
０
１
万
１
千
円

と
し
た
。

町に対するふるさと納税の実績

年　度 件　数 金　額

平成25年度 ８件 46万円

平成26年度 ５件 29万円

平成27年度 85件 約141万円

平成28年度 8,519件 １億53万円

　
編
集
後
記

　

町
を
彩
っ
た
フ
ル
ー
ツ
の

花
は
霜
や
低
温
の
被
害
が
少

な
く
、
水
を
張
っ
た
水
田
の

き
ら
め
き
に
豊
作
を
願
う
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
魅
力
溢
れ
る
南
部
町

を
少
し
で
も
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
私
達
議
員
と
行
政
は
切

磋
琢
磨
し
議
論
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

そ
の
議
会
の
内
容
を
議
会

広
報
に
全
て
載
せ
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
で
す
。

　

時
間
が
合
い
ま
し
た
ら
議

会
傍
聴
に
足
を
運
ん
で
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。
そ
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
町
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員　

松
本　

啓
吾　

記

　◉�議会活動報告、第72回臨時会

議会議員研修会
４月 14 日

　町議会は、岩手県町村議会議長会参与の米田武美
先生を講師に招き、議会改革をテーマとした研修会
を開催しました。
　米田先生は、町長が提案する政策に対しては、「賛
成には理由を、反対には対案を」もって、住民の声
に基づいた意思を示すことが重要であるとし、「議
論によって互いを高め合いながら、車の両輪のよう
に町を前に進めてほしい」と講演をしました。
　講演終了後には、米田先生を交えて、今後の議会
運営に関する意見交換をしました。

町村議会広報研修会
５月 25 日

　議会広報編集委員は、青森市で開催された県町村
議会議長会主催の町村議会広報研修会に参加しまし
た。
　研修会では、全国町村議会議長会で議会広報サ
ポーターを務める芳野政明先生による「議会広報の
つくり方」と題した講演と先生が県内から選ばれた
町村の議会広報を評価する「議会広報クリニック」
が行われました。
　参加した委員は、議会だよりが南部町民に親しま
れるよう、数値や解説を交え、わかりやすく伝える
ための編集方法を学びました。

議会傍聴
　 平 成28年 度 の 決 算 を 審 査
す る ９ 月 定 例 会 は ８ 月25日　　　　　　　　　
に開会する予定です。
　傍聴席には限りがありますの
で、議会事務局までお問い合わ
せください。☎ 0178-84-2124
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第 26回 ジャックドまつり
会場／南部町ふれあい公園

▶７月８日（土）
13:00 ／出店コーナーオープン
15:00 ／ダンスバトル
15:30 ／名農豊穣太鼓
17:00 ／さくらんぼ種飛ばし大会
18:15 ／古屋敷裕太アコースティックライブ
19:00 ／白神 Special Live 2017
20:20 ／ジャックド花火大会

▶７月９日（日）
 9:00 ／出店コーナーオープン
10:00 ／天才バカボン　
　　　 ～バカボンのパパがやってくる～
10:45 ／民謡・舞踊の祭典
12:00 ／ふくち YOSAKOI 大会
13:15 ／中島みかミニライブ
14:00 ／なまず勝ち抜き競泳会
15:00 ／天才バカボン　
　　　 ～バカボンのパパがやってくる～
15:45 ／ニードル＆ストロングスタイル爆笑ライブ
16:30 ／北陽＆本田兄妹＆三福エンターテイメント
　　　　大爆笑ライブ

問合せ　商工観光課（本庁舎）
　　　　☎ 0178-84-2119

北陽

三福本田兄弟
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